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公
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l
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I
ン
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か
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ゴ
ー
ド
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へ
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l
l

問
題
の
性
質

1

1
社
会
経
済
の
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
|
|

三
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ

γ
プ
の
概
念

四
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
支
配

五
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
職
業
化

六

結附
開

論

開

題

!
l
i
バ
l
リ
H
ミ

l
ズ
ン
か
ら
ゴ
ー
ド
ン
へ
|
|
|

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
資
本
主
義
は
、
十
九
世
紀
末
に
お
い
て
、
自
由
競
争
の
段
階
か
ら
独
占
の
段
階
へ
進
展
し
て
い
っ
た
。
独
占
に
対

ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ

γ
プ
」
批
判

一
四
七



ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
?
プ
」
批
判

一
四
八

す
る
反
対
の
戸
は
、
独
占
禁
止
法
(
凶
器
。
|
ω
F
2
g
g
〉
ロ
干
吋

E
丘
〉
口
Y

5
区
I
C
E
-
s
p
n
y
吋白血
2
丘、吋

E
音
。
o
g
g
Z即日
D
ロ
〉
口
付
)

と
な
っ
て
結
実
し
て
い
っ
た
が
、
経
済
的
必
然
で
あ
る
独
占
の
進
展
を
阻
止
す
る
こ
と
は
、

い
か
な
る
方
法
を
も
っ
て
し
で
も
で
き
な

ぃ
。
第
一
次
大
戦
後
の
経
済
の
飛
躍
的
な
発
展
へ
と
も
な
う
経
済
力
の
集
中
H

独
占
の
一
層
の
進
展
は
、

一
九
二
九
年
恐
慌
に
よ
っ
て
、

そ
れ
が
内
包
す
る
予
盾
を
い
よ
い
よ
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
経
済
的
背
景
の
も
と
に
、
パ

l
リ
日
ミ

l
ン
ズ

は
経
済
力
集
中
の
す
ぐ
れ
た
調
査
を
な
し
・
独
占
擁
護
の
理
論
(
〉
・
〉
・

ω
2
F
T・
-
白
患
の
・
。
・
冨
E
E
P

斗
宮
町
宮
邑
白
E
C
D
召
OBtoHM

(
1
)
 

g
品甲山
g
g
F
O
U
R
4・
忌
お
・
)
を
う
ち
た
て
た
。

(

1

)

「
こ
ん
に
ち
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
大
規
模
な
調
査
と
統
計
を
駆
使
し
た
本
格
的
な
独
占
の
研
究
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
三

0

年
代
以
降
で
あ
る
。
そ
の
転
機
と
な
っ
た
文
献
、
現
在
す
で
に
わ
か
き
古
典
と
な
っ
た
も
の
は
、
パ
l
リ
と
ミ
l
ン
ズ
の
研
究
で
あ
り
、
こ
れ
が
明

ら
か
に
し
た
大
会
社
の
支
配
と
そ
こ
に
お
け
る
経
営
者
支
配
の
概
念
は
、
す
こ
し
お
く
れ
て
出
た
バ
l
ン
ズ
の
同
・

k
f
回胆吋口由・、円
Z
U
2ロロ由

。同
C
c
g
]】由民己
o
p
H
u
g
に
よ
る
競
争
の
衰
退
と
い
う
概
念
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
す
べ
て
の
実
態
研
究
の
土
台
と
な
り
、
か
つ
出
発
点
と
な
っ

た
o
」
越
村
信
三
郎
編
「
最
近
の
独
占
研
究
」
東
洋
経
済
新
報
社
・
昭
和
三
四
年
・
六
頁
。

彼
等
は
、
二

O
Oの
巨
大
非
金
融
会
社
を
え
ら
び
、
そ
れ
へ
の
経
済
力
の
集
中
度
を
調
べ
、
次
の
よ
う
な
表
を
得
た
。
そ
し
て
、
そ
の

表
を
補
足
し
て
、
「
更
に
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

こ
れ
ら
の
大
会
社
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
社
の
も
つ
影
響
力
は
、

そ
の
会
社
の

大
株
式
会
社
の
相
対
的
重
要
性
(
一
九
三

O
年
一
月
一
日
現
)

二
O
O
の
大
会
社
に
よ
り
支
配
さ
れ
る
株
式
会
社
の
富
の
割
合

二
O
O
の
大
会
社
に
よ
り
支
配
さ
れ
る
事
業
用
富
の
割
合

二
O
O
の
大
会
社
に
よ
り
支
配
さ
れ
る
国
富
の
割
合

実
際
の
計
算
に

よ
り
得
た
結
果

四
九
・
二
%

三
八
・

O
M
W

二
二
・
O
%

可

能

的

限

界

一三四
五五五
I I I 
二四五
五五三
%%% 

I 



直
接
支
配
下
に
あ
る
資
産
額
を
は
る
か
に
超
え
て
拡
大
す
る
と
い
う
こ
と
」
と
、

「
な
お
一
一
層
注
意
さ
れ
る
点
は
、

力
の
集
中
が
進
展
し

て
ゆ
く
速
度
で
あ
る
」

「
大
会
社
は
小
規
模
会
社
の
二
・
五
倍
以
上
の
速
さ
で
増
大
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、

経
済
力
の
集
中
現
象
よ
り
、
た
だ
ち
に
、
資
本
主
義
は
「
競
争
の
性
格
を
変
え
」
、
「
生
産
は
販
売
の
た
め
の
生
産
か
ら
使
用
の
た
め
の
生

産
と
な
り
」
、
「
資
本
の
本
質
は
変
化
し
」
、
「
生
産
が
盲
目
的
な
諸
経
済
力
に
よ
っ
て
統
御
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
か
ら
ご
く
少
数
の
個
人
の

終
局
的
支
配
下
で
生
産
が
行
わ
れ
る
社
会
に
か
わ
る
」
と
結
論
し
、
大
会
社
の
支
配
が
所
有
の
分
散
に
と
も
な
っ
て
所
有
者
の
手
か
ら
経

営
者
の
手
へ
と
う
つ
る
、
と
い
う
「
経
営
者
支
配
論
」
を
展
開
す
る
の
で
あ
幻
v

ハ
2
〉

バ

I
リ
H
ミ
l
ン
ズ
の
「
経
営
者
支
配
論
」
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
発
表
し
た
拙
稿
「
会
社
支
配
と
株
式
の
分
散
」
立
教
経
済
学
研
究
、
第
十

六
巻
第
三
号
所
収
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
九
二
九
年
よ
り
始
ま
っ
た
深
刻
、
広
汎
な
恐
慌
に
あ
え
ぐ
ア
メ
リ
カ
経
済
は
、

一ユ

l

・
デ
イ
l
ル
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
回
復
し
た

と
思
わ
れ
た
一
九
三
七
年
秋
、
ふ
た
た
び
恐
慌
が
進
行
し
は
じ
め
た
。
資
本
主
義
の
矛
盾
、
経
済
力
の
集
中
日
独
占
の
矛
盾
が
一
層
露
呈

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
経
済
力
の
集
中
の
増
大
と
、
そ

れ
が
民
主
的
生
活
様
式
、
自
由
な
個
人
的
企
業
お
よ
び
人
間
的
自
由
に
た
い
し
て
与
え
る
脅
威
と
に
つ
い
て
注
意
を
喚
起
す
る
メ
ツ
セ

l

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
翌
年
四
月
、

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
議
会
に
た
い
し
て
、

ジ
を
お
く
り
、
「
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
経
済
力
の
集
中
お
よ
び
競
争
の
衰
退
に
た
い
す
る
影
響
」
に
つ
い
て
研
究
す
べ
き
こ
と
を
要
請

し
た
。
そ
の
要
請
に
も
と
づ
い
て
、

T
N
E
C
2
0
B
Z
2
3
2
S日
O
B
H
M
W
8
5
B
W
C
o
s
s
g
g
臨
時
国
家
経
済
委
員
会
〉
が
設
立
せ

ら
れ
て
、
「
経
済
力
の
集
中
の
調
査
」

〈同ロ
4
白
血
丘
四
胆
江

Oロ
O同
no口
口
四
回
け

E
2
0口

O崎
町
口

O図
。
白
山
口
】

U04qO円
)

に
関
す
る
調
査
報
告
書
が
出
さ
れ

た
。
そ
の
第
二
九
集
「
二
百
の
最
大
級
の
非
金
融
会
社
に
お
け
る
所
有
の
分
布
」
(
冨
g
a
B
Z
Z
0・
M
由

2
5品
目
白

E

E氏
OHMO同

o
d
Z
R
t

由
民
主
口
付
Z
m
o
o
-胆
吋
岡
田

a
g
D
2
5
2
E
口

0
3ロ日仲間
0
5・
H

室
。
)
は
、

s
・E
・C
(
ω
O
O
R
E
S
S向
日
開

M
n
o
F
g
m
o
c
o自
由
富
山
Oロ

ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
?
プ
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批
判
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四
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一五

O

ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

ownership omwinneorrshitIy pomweinrsonuw zp interest 
group 

II Two or morE，;__".. I 6 I 6 17 5 I - i 34 
family 

11 Family a，:~_____._ I - 1 I 5 一一 6
corporate 

JV Sing!e Corporate 22 I 14 6 - - 42 

V Two or m~::____._ I 5 3 6 - I - I 14 
corporate 

1'1 No qOI~lina~t_~_ _ I _ I - I - I - 61 I 61 
interest group 

Tota! 42 37 47 13 61 I 200 

証
券
お
よ
び
取
引
所
委
員
会
)
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

題
名
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
バ

l
リ

H
ミ

I
ン
ズ
の
研
究
と
同
じ
方
法
に
よ
る
調
査
・
研
究

(
3
V
 

で
あ
り
、
し
か
も
一
九
五
五
頁
に
も
わ
た
る
大
部
・
精
細
な
も
の
で
あ
る
。

(
3
)
T
N
E
C
の
成
立
お
よ
び
そ
の
調
査
の
内
容
に
関
す
る
研
究
書
と
し
て
、
上
林
貞
治
郎
「
現
代

企
業
に
お
け
る
資
本
・
経
営
・
技
術
」
森
山
書
居
、
昭
和
三
三
年
は
要
領
を
え
た
す
ぐ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
多
く
の
も
の
を
本
文
も
お
っ
て
い
る
。

こ
の
報
告
書
は
、
次
に
か
か
げ
る
ル

l
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
第
一
章
の

冒
頭
に
引
用
し
、
こ
れ
を
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
も
コ
ン
グ
ル

l
ジ
ョ
ン
と
も
す
る
も
の
で

(
4〉

あ
る
。

「
会
社
資
産
お
よ
び
会
社
所
得
の
集
中
の
危
険
性
は
、
そ
れ
が
し
ば
し
ば
論
議
せ
ら
れ

る
よ
う
に
、
株
式
の
広
汎
な
大
衆
的
分
散
に
よ
っ
て
、
決
し
て
解
消
も
し
な
け
れ
ば
、
減
少

も
し
な
い
。
株
式
所
有
者
の
単
な
る
数
的
増
大
そ
れ
自
体
は
、
経
営
に
対
し
て
発
言
権
を
も
っ

た
め
の
所
有
形
態
の
い
と
ぐ
ち
と
な
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
経
営
に
対
す
る
発
言
権
の
現
実

的
能
力
を
も
つ
た
め
の
手
が
か
り
を
、
何
等
与
え
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
事
実
、
国
民

の
な
か
の
ご
く
一
握
り
の
少
数
の
人
々
の
手
中
へ
の
会
社
株
式
の
所
有
の
集
中
が
、
会
社
資
産

の
集
中
と
あ
い
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
」

(

H

Y

H

)

 

(
4
)

な
お
、
こ
の
報
告
書
の
な
か
で
、
次
の
「
二

O
O
の
最
大
級
非
金
融
会
社
の
支
配
利
害
者
集
団

型
別
分
類
表
」
(
〉
町
田
口
品
目

H
H
H
p
a
zロ
H

M

M

・
区
虫
|
区
匂
)
は
、
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

(
宮
と
o
立
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。
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g
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唱
団
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g
e
l
l
h
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ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

一五

1
8唱弘司司社・

ω=zg口付
凹
回
目

S
E
C
H
R
M可
O
司自

B
V
H℃
1
1
8
i
H
Oぷ
湾
計
・

ω
B胆
ロ
自
由
ロ
O
吋
宮
可

O
唱
口
叩

E
r
e
-
-
H
Cぷ
r
F
1

司
翠
社
)

ま
た
、
前
々
頁
に
掲
げ
た
表
は
、
上
林
教
授
が
要
約
作
成
せ
ら
れ
た
も
の

わ
れ
る
。

(
「
前
掲
書
」
一
二
七
頁
)

で
あ
る
が
要
領
を
え
た
適
切
な
表
で
あ
る
と
思

さ
て
、
株
式
の
分
散
に
も
と
づ
き
経
営
者
支
配
を
主
張
し
た
パ

l
リ
H
ミ

I
ソ
ズ
(
一
九
三
二
年
〉
、
株
式
の
集
中
に
も
と
づ
き
所
有
者

支
配
を
指
摘
し
た

T
N
E
C
調
査
(
一
九
四

O
年
)
に
た
い
し
て
、
ゴ
ー
ド
ン
は

T
N
E
C
調
査
に
依
拠
し
な
が
ら
し
か
も
実
質
的
な
経

営
者
支
配
論
を
展
開
(
一
九
四
五
)
し
た
の
で
年
あ
る
。

ハ
5
)
H
P
〉

-
C
G
a
g
-
切
戸
田
山
口

2
印

F
g
a白E
F
S
E
吾自

F
R
問。。
D
B
U白
書
-
ロ
Hd
回
円

o
o
w
E四
印
同
出
注
目

E
H
Z
P
S
B
平
井
泰
太
郎
、

森
昭
夫
訳
「
ピ
ズ
ネ
ス
・
り
l
グ
l
シ
ッ
ブ
|
|
ア
メ
リ
カ
大
会
社
の
生
態

i
l」

東
洋
経
済
新
報
社
・
一
九
五
周
年

ゴ
ー
ド
ン
は
、

T
N
E
C
調
査
の
諸
表
を
引
用
し
、
所
有
が
高
度
に
集
中
し
て
い
る
事
実
に
た
い
し
て
は
、
こ
れ
を
卒
直
に
認
め
な
が

ら
も
、
「
S
E
C
が
、
叶
Z
同
m
u
Z
O
D
c
m
E
U
F
2
0・
N
C

に
公
表
し
た
非
常
に
多
く
の
極
め
て
有
用
な
デ
ー
タ
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て

〈

6
〉

慎
重
さ
を
欠
き
、
識
別
力
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
は
不
幸
で
あ
る
。
現
在
の
ま
ま
の
形
で
は
、

S
E
C
の
資
料
は
、
不
注
意
な
人
々
に
対
す

る
陥
し
穴
で
満
ち
て
い
る
」
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
、

「
わ
れ
わ
れ
は
、

大
多
数
の
巨
大
会
社
に
は
実
質
的
少
数
派
持
株
利
害
関
係
者
が

存
在
す
る
が
、
所
有
が
支
配
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
度
合
は
、
支
配
を
消
極
的
な
意
味
に
解
し
て
す
ら
、

S
E
C
の
デ
ー
タ
を
一
見
し

た
場
合
に
想
起
す
る
ほ
ど
大
で
は
な
い
と
結
論
す
る
。
巨
大
会
社
の
株
式
の
お
そ
ら
く
五
分
の
一
以
上
で
な
く
そ
れ
以
下
が
経
営
者
に
強

力
な
影
響
を
あ
た
え
る
地
位
に
あ
る
人
達
に
よ
っ
て
所
有
せ
ら
れ
て
い
る
。
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
実
質
的
な
小
数
者
持
株
が
い
か
に
一

般
的
で
あ
っ
て
も
、

か
か
る
所
有
の
単
な
る
存
在
や
規
模
の
み
で
は
、
株
主
集
団
が
現
実
に
ど
の
程
度
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
職



能
に
参
加
す
る
か
を
殆
ん
ど
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
職
能
の
遂
行
に
積
極
的
に
従
事
し
て
い

る
人
々
は
、
平
均
し
て
大
会
社
の
株
式
の
俺
少
部
分
し
か
所
有
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
た
し
か
で
あ
る
。
後
の
諸
章
で
見

る
よ
う
に
、
会
社
の
経
営
担
当
者
達
が
、
今
日
、
大
会
社
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
職
能
の
遂
行
に
主
た
る
責
任
を
負
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
真
で
あ
る
か
ぎ
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
左
所
有
と
は
ほ
と
ん
ど
異
な
る
人
の
手
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と

〈

7
)
(
8
)

守
合
-
四
五
頁
)
と
い
い
き
る
の
で
あ
る
。

に
疑
い
は
あ
り
え
な
い
」

(
6
)

こ
の

S
E
C
の
資
料
の
も
つ
落
し
穴
に
お
ち
た
不
注
意
な
人
の
例
と
し
て
、
ス
ウ
ィ
ジ
ー
を
あ
げ
、
「
あ
る
非
常
に
・
有
能
な
経
済
学
者
が
」
、
「
S

E
C
の
所
説
を
、
何
等
疑
い
を
さ
し
は
さ
ま
ず
に
容
認
し
て
い
る
。
】
ι
・
冨
-
m司凸印刷叫
-
A
4
V白
巴
日
ロ
即
日
C

口
O
同
匹
目
白
担
口
担
問
一
再
三
割
同
岡
市
唱
え
広
仲
間
1

0
ロョ

HEN-
同
】
印
を
見
よ
」
と
い
っ
て
い
る
。

な
お
、
ゴ
ー
ド
ン
は
一
九
四
一
年
に
で
た
』
回
目
白
血
切
ロ
コ
HH55・凶，
ro
冨
恒
国
日
間
四
片
山
即
日
間

0
4
0
E立
。
ロ
ョ
に
つ
い
て
は
一
言
も
ふ
れ
な
い
。

(
7
)

ゴ
ー
ド
ン
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
講
師
で
あ
っ
た
と
き
、
一
九
三
二
年
、
バ

i
リ
・
ミ

l
ン
ズ
の
寸
近
代
株
式
会
社
と
私
有
財
産
」
が
発
表
せ

ら
れ
た
。
彼
が
「
は
し
が
き
」
に
も
一
一
立
回
っ
て
い
る
よ
う
に
、
爾
来
十
年
、
会
社
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
に
と
り
く
み
、
そ
の
成
果
が
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ

ー
ダ
ー
ッ
ッ
プ
」
で
あ
る
。
株
式
の
分
散
に
も
と
づ
〈
経
営
者
支
配
論
は
、

T
N
E
C
調
査
で
す
で
に
葬
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
他
の
側
面
か
ら
す
る

経
営
者
支
配
の
提
唱
は
生
ま
れ
る
べ
き
状
態
で
あ
っ
た
。
当
時
、
ゴ
ー
ド
ン
の
属
し
て
い
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
は
、
「
取
締
役
」
に
つ
い
て
の
研
究

に
関
す
る
非
公
式
の
委
員
会
を
つ
く
っ
て
、
研
究
を
推
進
し
て
い
た
。
そ
の
成
果
は
、
何
回
目
℃
何
回
同
・
出
血

W
2・
E
叶

2
Z
2
2仏
寸

E
2
H
4
E出口付日
l

c出
血
・
〉
℃
門
司
ロ

B
E
R
M『

ω宮
弘
子
同
也
品
目
玄
四
日
三
口
、
吋
・
。

oHXUU口
色
刷
出
仏
〉
ロ
品
同
町
当
日
戸
、
『

04『
ゲ
、
H，HH四
国
D

与
え
宮
司
自
口
百
円
出
但
出
血
回
ロ
t

即日ロ
g
m
z
g
m
w
m由
B
E
F
同
国
む
と
な
っ
て
結
実
し
て
い
る
。
し
か
も
、
出
担
吋
〈
申
込

d
巳
5
3
Z
M可句
g
g
か
ら
わ

HHomgHH・回州
WHDNW可
門
凶
地
吋
宮

司ロ

HM口江
Oロ
O同
匹
印
刷

u
n
E
E
H
2・
5ω
∞
田
杉
競
監
訳
「
経
営
者
の
役
割
ー
ー
そ
の
職
能
と
組
織
|
|
」
が
出
版
さ
れ
、
し
か
も
、
句
和
三
回
・

国
oEOHM-FOロ
ロ
吾
ロ
ミ

ω・
目
的

y
g
a
出口

U
O
H
H
F・
ω日日付回
f

↓GU
宮
出
口
担
問
。

g
o
E
O円伺由同岡山
N

丘一

O口
宮
丘

CQ口
可

o-
ー
〉
同
町
田
町
胆
吋
口
】
同

盟
E
U
1
0同
S
巾
宮

E
印
宮
田
E
け同
MO目
白
丘
町
出
血
口
晶
司
戸
口
広
口

2
0で
ロ
ニ
ユ
同

C
5
Z出品目白四

H
aロ印け円
E
C
R
U
2注目
C
E
i
E台
・
山
浮
上

英
士
口
訳
「
ト
ヅ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
|
|
最
高
経
営
統
制
・
米
国
主
要
一
一
一
一
会
社
に
お
け
る
経
営
の
実
態
研
究
」
等
の
研
究
が
既
に
現
わ
れ
て
い

る
。
役
の
理
論
は
生
れ
る
べ
き
必
然
性
を
も
っ
「
し
い
た
と
い
い
え
よ
う
。

ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

一
五
三



ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

一
五
回

〈

8
)

パ
l
リ
H

ミ
1
ン
ズ
か
ら
T
N
E
C
、
さ
ら
に
は
ゴ
ー
ド
ン
へ
の
「
経
営
者
支
配
論
」
の
推
移
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
す
で
に
、
ゴ

I
ド

ン
の
書
物
の
訳
者
で
あ
る
森
昭
夫
氏
が
、
「
『
経
営
者
支
配
』
に
関
寸
る
一
考
察
」
(
「
国
民
経
済
雑
誌
」
第
八
九
巻
第
一
二
号
所
版
)
と
い
う
す
ぐ
れ

た
論
文
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
。
参
照
せ
ら
れ
た
い
。
な
お
、
向
民
は
、
「
『
企
業
支
配
』
の
概
念
に
つ
い
て
」
(
「
国
民
経
済
雑
法
」
第
九
四
巻
、

第
五
号
)
に
お
い
て
、
パ

l
ナ
ム
、
ゴ
ー
ド
ン
を
論
究
し
て
お
ら
れ
る
。

(
9
)
 

わ
れ
わ
れ
は
以
下
ゴ
ー
ド
ン
の
所
説
に
即
し
て
そ
の
主
張
を
吟
味
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

(
9
)

植
村
省
三
助
教
授
は
3

ゴ
ー
ド
ン
を
と
り
あ
げ
た
論
文
の
な
か
で
、
わ
た
く
し
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
発
言
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
。
「
三

戸
公
教
授
は
、
株
式
の
分
放
が
ど
こ
ま
で
も
進
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
所
有
者
支
配
H
少
数
支
配
は
経
営
者
支
配
に
転
化
す
る
が
、
も

し
、
株
式
の
分
散
が
所
有
者
支
配
の
範
囲
内
で
停
止
す
れ
ば
、
所
有
者
支
配
が
持
続
せ
ら
れ
、
経
営
者
支
配
は
成
立
し
て
こ
な
い
で
あ
ら
う
。
(
一
一
一

戸
公
「
会
社
支
配
と
株
式
の
分
散
」
立
教
経
済
学
研
究
第
十
六
巻
第
三
号
一

0
0ペ
ー
ジ
)
と
し
て
株
式
の
分
散
が
あ
る
限
度
で
停
止
す
る
こ
と
を

主
張
さ
れ
、
こ
れ
を
も
っ
て
経
常
者
支
配
論
へ
の
批
判
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
非
常
に
注
目
す
べ
き
独
自
の
見
解
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
立
場

か
ら
は
こ
こ
に
あ
げ
た
ヨ
ー
ド
ン
の
こ
の
よ
う
な
結
論
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
め
ら
う
か
。
救
援
に
お
い
て
は
株
式
の
分
散
が
止
ま
れ

ば
経
営
者
支
配
は
な
く
な
る
と
さ
れ
て
い
る
の
に
た
い
し
℃
、
ゴ
ー
ド
ン
に
お
い
て
は
株
式
の
集
中
か
ら
経
営
者
支
配
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
教
授
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
株
式
の
分
散
が
あ
る
限
度
で
停
止
す
る
こ
と
が
事
実
で
あ
る
に
し
て
も
、
経
営
者
の
具
体
的
な
活
動
の
あ
り

方
、
特
に
本
稿
で
と
り
あ
げ
て
い
る
意
志
決
定
の
過
程
そ
の
も
の
に
ま
で
立
ち
入
ら
な
け
れ
ば
経
営
者
支
配
論
を
全
体
と
し
て
批
判
し
つ
く
し
え
な

い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
(
値
村
省
コ
一
「
詫
将
職
能
論
の
一
側
面
i

|意
志
決
定
の
主
体
に
つ
い
て

i
l」
立
命
館
経

営
学
第
二
巻
第
一
号
、
一

O
六
!
一

O
七
頁
)

拙
稿
「
会
社
支
配
と
株
式
の
分
散
一
は
、
パ
ー
リ
日
ミ
!
ン
ズ
の
所
説
が
株
式
の
分
散
が
ど
こ
ま
で
も
続
く
と
い
う
仮
定
に
女
つ
て
の
経
営
者
支

配
論
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
そ
の
仮
定
を
理
論
的
、
実
一
証
的
に
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
論
文
が
他
の
論
拠
か
ら
す
る
経
営
者
支
配
論
に
た
い
し
て
、
そ
の
ま
L
通
用
す
る
は
ず
が
な
い
。
他
の
論
拠
か
ら
す
る
経
営
者
支
配
論
に

た
い
し
て
は
、
そ
の
論
拠
に
即
し
て
問
題
を
考
え
る
以
外
に
、
他
に
道
は
な
い
。
ゴ
ー
ド
ン
に
対
し
て
は
、
ゴ
ー
ド
ン
に
即
し
て
問
題
を
考
え
る
ま

で
で
あ
る
。
な
お
、
植
村
助
教
授
は
「
ゴ
ー
ド
ン
に
お
い
て
は
株
式
の
集
中
か
ら
経
営
者
支
配
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
」
と
書
い
て
お
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
、
た
だ
筆
が
す
べ
っ
た
表
現
と
忠
わ
れ
る
Q

ゴ
ー
ド
ン
は
株
式
の
集
中
を
認
め
な
が
ら
も
実
質
的
な
経
営
者
支
配
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で



あ
っ
て
、
「
株
式
の
集
中
か
ら
経
営
者
支
配
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
L

存
知
の
こ
と
と
忌
う
。

(
傍
点
筆
者
)
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
植
村
助
教
授
自
身
、
す
で
に
御

問

題

の

性

質

1

i社
会
経
済
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
。
フ

i

i

さ
て
、

ゴ
ー
ド
ン
の
所
説
は
、
も
っ
と
も
要
約
し
た
か
た
ち
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
ず
な

わ
ち
、
現
代
大
企
業
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
(
第
一
編
)
は
、

企
業
に
お
け
る
経
営
者
の
掌
握
す
る
よ
こ
ろ
で
あ
り
、

(
第
二
編
)

経
営
者
は
集
団
化
し
、
職
業
化

L
て
い
る
、
(
第
二
一
一
編
〉
と
。

と
こ
ろ
で
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
る
も
の
が
一
般
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
考
え
た
と
き
、
具
体
的
に
言
え
ば
、

リ
ー
ダ
ー
シ

叶
ノ
プ
は
本
来
集
団
の
先
頭
に
た
勺
て
リ
ー
ド
す
る
こ
と
に
か
か
わ
る
概
念
で
あ
る
と
と
を
考
え
た
と
き
、

ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

は
、
企
業
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
経
営
者
が
掌
握
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
至
極
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
あ
り
、
経
営
者
の
集
団
化
は
企
業
の

大
規
模
化
を
考
え
て
み
れ
ば
こ
れ
ま
た
自
明
で
あ
る
Q

ま
た
、
経
営
者
の
職
業
化
に
つ
い
て
は
、
経
営
者
が
所
有
者
で
は
な
い
こ
と
、
彼

等
の
職
能
が
専
開
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
、
彼
等
の
所
得
が
サ
ラ
リ
ー
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、

7

と
り

立
て
て
異
を
立
て
る
こ
と
は
な
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
彼
の
所
説
の
主
要
な
論
点
は
、

「
大
会
社
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
は
誰
か
」
と
い
う
点
で
あ
り
、
彼
の
主

張
の
主
要
部
分
は
現
代
大
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
は
企
業
の
経
営
者
H
最
高
経
営
執
行
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
き
に

も
言
っ
た
よ
う
に
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
そ
の
一
般
的
な
性
格
な
い
し
概
念
か
ら
し
て
、

そ
れ
が
フ
ォ
ー
マ
ル
・
オ

i
ガ
ニ
ゼ

l
シ
ョ
ン

ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

一
五
五



ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

五
/、

を
問
題
と
す
る
か
ぎ
り
、
組
織
に
お
け
る
長
、
ラ
イ
ン
の
ト
ッ
プ
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、

ピ
ジ
ネ

ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
企
業
に
お
け
る
ラ
イ
ン
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
最
高
経
営
担
当
者
の
職
能
で
あ
る
と
い
う
ゴ
ー
ド
ン
の
主
張
は
、
あ

ま
り
に
も
あ
た
り
ま
え
す
ぎ
る
こ
と
が
ら
で
あ
り
、
長
々
と
論
じ
、

(
1〉

ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

と
り
た
て
て
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
は
、
考
え

(
1
)

「
以
前
に
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
研
究
は
、

1
、
機
関
の
首
長

HHE含
E
U
と
い
う
制
度
上
の
地
位
の
問
題
と
し
て
あ
っ
か
わ
れ
る
か
、
ま

た
は
、

2
、
指
導
者
に
必
要
な
資
質
な
い
し
人
格
的
特
徴
の
研
究
に
集
中
さ
れ
て
い
た
」
(
丸
山
真
男
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
政
治
学
辞
典
、
平
凡

社
・
昭
和
二
九
年
・
一
三
六
四
頁
)
と
い
う
記
述
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
経
営
管
理
の
一
職
能
で
あ
る
こ
と
は
経
営

管
理
論
で
は
自
明
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
企
業
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
企
業
の
長
で
あ
る
経
営
者
で
あ
る
こ

と
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
・
オ
l

ガ
三
J
」

l
シ
ョ
ン
を
と
り
あ
げ
て
い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
い
ま
さ
ら
問
題
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
彼
は
こ
の
当
然
す
ぎ
る
ほ
ど
当
然
の
結
論
を
だ
す
の
に
、
書
物
全
体
の
ほ
ぼ
三
分
の
ご
を
費
や
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
お

よ
そ
、

た
い
し
て
問
題
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
問
題
と
し
た
の
は
何
故
か
。
彼
は
、
問
題
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
問
題
と
す
る
と
い
う
錯

誤
に
お
ち
い
っ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
彼
の
問
題
意
識
は
さ
ら
に
一
段
と
深
い
と
こ
ろ
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
ら
う
か
。

ゴ
ー
ド
ン
の
問
題
意
識
は
、

は
っ
き
り
し
て
い
る
。
序
論
・
第
一
章
は
、
ず
ば
り
問
題
の
性
質
斗

Z
Z
Eロ
5
0同

5
0
司

B
E
O
B

と
表
題
し
て
い
る
。
冒
頭
の
文
章
を
引
用
し
よ
う
。

「
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
を
支
え
て
い
る
、
限
り
な
く
複
雑
な
経
済
組
織
に
お
い
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー

σロ即日ロ
O
印
印
円
。

mw仏
O
門
田

の
職
能
ほ
ど
重
要
な
生
産
的
職
能
は
な
い
。
彼
等
は
経
済
活
動
に
参
加
す
る
多
数
の
人
々
の
努
力
に
方
向
と
統
一
を
あ
た
え
る
責
任
を
負

っ
て
い
る
。
経
済
的
努
力
を
無
数
の
消
費
者
達
に
よ
っ
て
欲
求
せ
ら
れ
る
特
定
の
財
お
よ
び
用
役
へ
と
転
化
せ
し
め
る
の
が
、
彼
等
の
職

務
で
あ
る
。
逆
に
、
消
費
者
達
の
欲
求
を
労
働
そ
の
他
の
経
済
的
資
源
に
た
い
す
る
雇
用
機
会
に
転
化
す
る
こ
と
も
、
彼
等
の
職
務
で
あ



る。
私
的
企
業
制
度
の
経
済
組
織

m
H片山
g
g
o
D
H
O
J
ュ8
4
宮

O州

0
8
5
S刊
の
叩

3
8
5
に
お
い
て
は
、

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
経
済

の
リ
ー
ダ
ー
を
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
か
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
と
か
呼
ん
で
お
り
、

し
た
が
っ
て
、
彼
等
の
指
揮
、
調
整
の
職
抽
聞
を
ピ
ジ
ネ

ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
職
能
と
呼
ん
で
き
し
っ
か
え
な
い
。
こ
の
研
究
の
目
的
は
、

こ
の
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
が
多
く
の
点
で
合
衆

国
に
お
け
る
支
配
的
企
業
形
態
と
な
っ
て
い
る
匡
大
会
社
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
果
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
に
あ
る
。
大
会
社
に

お
け
る
ビ
ヅ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
は
、

い
っ
た
い
誌
で
あ
ら
う
か
。
そ
し
て
、
彼
等
は
い
か
な
る
状
態
の
も
と
に
、
彼
等
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ

プ
職
能
を
呆
し
て
い
る
で
あ
ら
う
か
?
」

右
の
文
章
よ
り
わ
か
る
こ
と
は
、
彼
が
問
題
、
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
単
な
る
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
で
は
な
く
し
て
、
現
在
の
複
雑

な
経
済
組
織
す
な
わ
ち
私
的
企
業
制
経
済
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

し、

ま
引
用
し
た
文
章
に
つ
づ
く
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
性
質
凶
，

F
O
H
A
ω
E
5
0同
国

g
z
g出
Fom門
目
。
門
田
町
ぽ
」
と
い
う
節
に

お
い
て
一
段
と
明
ら
か
に
な
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、

企
業
を
組
織
し
指
揮
す
る
職
能
で
あ
り
、
経
営
諸
活
動
の
進
路
を
規
定
す
る
諸
決
定
を
な
す

職
能
で
あ
る
。
個
々
の
事
業
を
経
営
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
達
は
、
全
一
体
と
し
て
の
経
済
組
織
に
お
け
る
活
動
の

進
路
の
決
定
を
全
体
と
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
」

と
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
概
念
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
つ
で
も
さ
ら
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
伎
が
問
題
の
本
質
と
し
て
と

り
占
め
げ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
は
、
私
的
企
業
制
度
と
い
う
特
殊
な
経
済
の
リ
ー
ダ
ー
な
い
し
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
社
会
経
済
日
私
的
企
業
制
度
の
経
済
H
資
本
主
義
経
演
の
リ
ー
ダ
ー
は
、

企
業
の
リ
ー
ダ
ー
日
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
前
提

ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

一
五
七



ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
?
プ
」
批
判

一
五
八

し
て
論
を
す
す
め
て
い
る
。
彼
は
、
こ
の
社
会
経
済
の
リ
ー
ダ
ー
は
だ
れ
で
あ
り
、
そ
の
職
能
が
ど
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
遂
行
さ
れ

て
い
る
か
を
問
題
と
し
な
が
ら
、
す
で
に
、
社
会
経
済
の
リ
ー
ダ
ー
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
出
発
点
に
お
い
て
前
提
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
は
大
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
は
誰
で
あ
る
か
を
実
証
的
に
見
て
ゆ
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
彼
の
立
論

の
根
本
的
な
欠
陥
が
あ
る
。

現
在
の
私
的
企
業
制
度
の
社
会
経
済
全
体
の
リ
ー
ダ
ー
は
誰
で
あ
り
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
職
能
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
と

い
う
問
題
と
、
全
体
経
済
を
構
成
し
て
い
る
箇
々
の
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
は
誰
で
あ
り
、
企
業
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
職
能
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
閉
じ
問
題
の
異
な
っ
た
表
現
で
は
な
い
。

一
つ
の
社
会
経
済
の
リ
ー
ダ
ー
と
一
つ
の
企
業
の
リ

ー
ダ
!
と
は
、
次
元
を
異
に
す
る
。
社
会
経
済
全
体
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
の
職
能
と
、
そ
れ
を
構
成
す
る
箇
々
の
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
職
能
は
、
あ
き
ら
か
に
異
っ
た
性
質
・
内
容
を
も
っ
。
か
り
に
、
社
会
経
済
全
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
個
別
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
が
、
人

格
的
に
同
一
人
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
た
、
二
つ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
内
容
に
交
錯
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
爾
者
は

本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
畳
一
一
一
同
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
リ
ー
ダ
ー
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
集
団
が
一
方
は
全
体
経
済
で

あ
り
、
他
方
は
部
分
経
済
で
あ
る
。
そ
し
て
、
部
分
た
る
企
業
の
単
純
な
合
計
が
そ
の
ま
L
全
体
経
済
と
な
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ

る

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
ゴ
ー
ド
ン
は
社
会
経
済
全
体
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
個
別
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
爾
者
が
異
な
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

は
っ
き
り
し
た
認
識
を
か
い
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
は
、
社
会
経
済
全
体
の
リ
ー
ダ
ー
を
問
題

に
し
な
が
ら
、

し
か
も
な
お
、
そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
前
提
し
て
お
り
、
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
は
誰
か
、
こ

れ
を
探
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。



わ
れ
わ
れ
は
、

こ
こ
に
お
い
て
、
さ
き
の
疑
問
が
一
応
氷
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ゴ
ー
ド
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
企
業

の
最
高
執
行
者
集
団
が
に
ぎ
っ
て
い
る
と
い
う
主
張
は
あ
た
り
前
す
ぎ
る
ほ
ど
あ
た
り
前
で
あ
り
、
そ
れ
が
長
々
と
論
ぜ
ら
れ
た
の
は
何

故
か
と
い
う
疑
問
に
た
い
し
て
、
そ
れ
は
彼
の
み
づ
か
ら
提
出
し
た
問
題
に
た
い
す
る
理
解
不
足
、
あ
る
い
は
混
乱
な
い
し
は
錯
誤
に
も

と
づ
く
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
も
と
よ
り
、
現
代
の
私
的
企
業
制
度
の
も
と
に
あ
る
経
済
全
体
の
リ
ー
ダ
ー
は
誰
で

あ
り
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
は
大
い
に
問
題
と
な
り
う
る
。
こ
の
資
本
主
義
経
済
な

る
も
の
は
、
全
体
と
し
て
の
担
い
手
を
も
た
ず
、
個
別
的
企
業
は
そ
れ
ぞ
れ
己
れ
の
欲
す
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
動
か
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
全
体
経
済
の
意
識
的
統
括
者
が
具
体
的
に
存
在
し
な
い
か
ぎ
り
、
全
体
経
済
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
り
、

リ
ー
ダ
ー
は
誰
で
あ
る
か
は
、
十
分
に
問
題
と
す
べ
き
多
く
の
も
の
を
も
っ
。
リ
ー
ダ
ー
な
い
し
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
存
在
自
体

か
ら
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
彼
は
こ
の
点
を
問
題
と
し
て
出
発
し
な
が
ら
も
な
お
、
す
で
に
全
体
経
済
の
リ
ー
ダ
ー
は
ビ

ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
、
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
前
提
し
、
も
と
も
と
自
明
で
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
は
誰
で
あ
る
か
を
、
長
々
と

問
題
と
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
で
、
彼
に
お
い
て
彼
自
身
提
出
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
を
め
ぐ
る
問
題
意
識
の
不
明
確
・
不
徹
底
な
い
し
は
問
題
の

性
質
に
関
す
る
混
乱
が
伏
在
す
る
ま
与
に
、
本
書
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、

ほ
ぽ
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
概
念

ゴ
ー
ド
ン
は
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
一
般
を
指
揮

&
5
0件
目
。
ロ
と
調
整
。
。
，
。

E
E
E
Z
D
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、

さ
き
の

引
用
文
か
ら
も
わ
か
る
で
あ
ら
う
が
、
第
一
章
第
一
一
具
に
二
個
所
に
わ
た
っ
て
、

は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
γ
プ
」
批
判

五
九



ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

一六

O

プ
の
概
念
は
、

一
般
的
に
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
一
般
を
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
れ
ば
、
ピ
ジ

ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
企
業
に
お
け
る
指
揮
・
調
整
の
職
能
で
あ
る
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
指
揮
・
調
整
す
る
単
位
が
異
な
る
社
会
経
済
全
体
と
そ
れ
の
構
成
部
分
た
る
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
の

二
者
は
、
本
来
範
時
的
に
別
箇
の
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ゴ
ー
ド
ン
は
こ
れ
を
同
一
の
も
の
と
し
て
論
を
展
開
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

リ
ー
ダ
ー
シ

γ
プ
の
概
念
を
指
導
・
調
整
の
機
能
と
し
て
の
み
と
ら
え
て
立
論
す
る
と
そ
の
矛
盾
は
露
呈
さ
れ
ざ

る
を
え
な
い
。
彼
と
し
て
は
、
独
自
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
概
念
を
う
ち
た
て
ざ
る
を
え
な
い
。

注

「
第
三
章
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
。
フ
の
実
際
」
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
だ
さ
れ
て
い
る
。
」
第
一
章
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
・

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
職
能
を
抽
象
的
に
叙
述
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
く
の
ご
と
き
概
括
的
な
叙
述
は
、
近
代
的
経
営
組
織
を
特
徴
づ
け
て
い
る

錯
綜
の
真
只
中
に
あ
っ
て
は
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
現
実
に
、
い
か
に
し
て
、
誰
に
よ
っ
て
果
さ
れ
て
い
る
か
を
発
見
せ
ん
と
試
み
る
に
先
立
っ

て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ァ
プ
の
職
能
の
概
念
を
更
に
具
体
的
に
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
。
「
錯
綜
の
真
只
中
に
あ
る
」
の
は
近
代
的
経
営
組
織
で
は
な
く

し
て
、
ゴ
ー
ド
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
理
解
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
彼
が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
概
念
を
錯
綜
の
真
只

中
に
投
じ
込
む
の
で
あ
る
。

彼
は
い
う
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
の
職
能
は
い
か
に
定
義
さ
れ
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
大
会
社
に
お
い
て
は
こ
の
職
能

は
誰
が
果
す
か
に
つ
い
て
は
、

一
般
的
な
意
見
の
一
致
は
存
し
な
い
」
o

「
本
問
題
を
解
決
す
る
に
当
つ
て
の
わ
れ
わ
れ
の
鍵
は
、

わ
れ

わ
れ
が
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
中
に
含
ま
し
め
る
種
々
の
決
定
、

お
よ
び
方
策
を
誰
が
事
実
上
行
う
か
を
見
出
す
こ
と
に
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
諸
決
定
を
現
実
に
行
っ
て
い
る
人
々
を
、
名
目
上
の
権
限
の
階
層
に
お
い
て
、
彼
等
よ
り
更
に
高
い
所
に

彼
等
を
任
免
し
よ
う
と
思
え
ば
行
い
う
る
人
が
い
る
か
否
か
、
あ
る
い
は
、

こ
れ
ら
の
決
定
を
行
お
う
と
す
れ
ば
行
う
こ
と
の
で
き
る
人

が
い
る
か
否
か
に
は
か
か
わ
り
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
考
察
す
る
で
あ
ら
う
。
ピ
ジ



ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
従
っ
て
、
少
く
と
も
部
分
的
に
は
、
あ
る
会
社
の
活
動
の
一
般
的
性
格
を
限
定
す
る
、
や
L
広
汎
な
諸

決
定
を
現
実
に
行
う
こ
と
か
ら
な
る
」
と
。
以
上
の
よ
う
に
、
彼
は
、

意
志
決
定

B
m
H
W
E
m
a
o江田町
O
ロ
血
を
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
概
念
の
中
核
に
す
え
る
。
と
こ
ろ
で
、

お
よ
そ
、
組
織
に
お
い
て
は
、
意
志
の
決
定
と
そ
の
執
行
仏
O

と
が
存
ず
る
。
諸
決
定

が
所
期
の
と
お
り
に
執
行
せ
ら
れ
る
か
否
か
は
、
指
揮
、
調
整
の
職
能
が
立
派
に
果
さ
れ
る
か
否
か
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。

指
揮
・
調
整
の
職
能
、
す
な
わ
ち
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
主
と
し
て
執
行
に
か
か
わ
る
概
念
で
あ
討
。
と
こ
ろ
が
、
ゴ
ー
ド
ン
は
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
一
般
は
、
指
揮
・
調
整
と
と
ら
え
な
が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
に
お
い
て
は
、
意
志
決
定
と
と
ら
え
る
の
で
あ
る
。

あ
き
ら
か
に
矛
盾
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
の
発
生
す
る
基
礎
は
、
被
が
現
代
の
私
的
企
業
制
度
と
い
う
経
済
に
あ
っ
て
は
、
個
々
の
企
業
の

諸
決
定
の
総
体
が
そ
の
ま
ま
社
会
経
済
の
活
動
の
針
路
を
方
向
づ
け
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
だ
か
ら
、
個
々
の
企
業
の
諸
決
定

を
行
う
人
で
も
あ
り
、
指
揮
・
調
整
の
機
能
を
果
し
て
い
る
人
が
、
同
時
に
社
会
経
慌
の
進
路
を
決
定
し
て
い
る
人
で
も
あ
る
、
す
な
わ

ち
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
即
社
会
経
済
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
即
社
会
経
済

の
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
た
め
に
は
、
南
者
の
職
能
の
共
通
す
る
部
分
を
と
り
だ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
意
志
決
定
の
部
分
で
あ
る
。

企
業
を
指
揮
し
調
整
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
意
士
山
決
定
の
よ
う
に
、
そ
れ
が
全
体
と
し
て
社
会
経
済
全
体
を
指
揮
し
調
整
す
る
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
彼
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
概
念
の
中
核
に
意
志
決
定
を
す
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
彼
に

と
っ
て
、
こ
の
概
念
の
中
味
の
転
移
の
筋
道
は
、
意
識
的
で
は
な
く
て
、
無
意
識
的
で
あ
る
。

(

2

)

わ
れ
わ
れ
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
言
葉
に
お
い
て
、
具
体
的
な
も
の
と
し
て
登
山
の
リ
ー
ダ
ー
を
頭
に
う
か
ベ
る
し
、
こ
れ
が
日
常
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
も
っ
と
も
多
く
つ
か
わ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
あ
ら
う
。
山
登
り
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
登
山
の
計
画
者
・
決
定
者
と
い
う
よ
り
も
、
実
際
に

山
に
登
る
グ
ル
ー
プ
の
指
導
者
で
あ
る
。
ま
た
、
軍
隊
に
お
い
て
も
、
指
挿
官
は
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
が
、
作
戦
の
決
定
者
で
あ
る
参
謀
に
た
い
し
て

は
、
一
般
に
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
言
葉
は
用
い
な
い
。

ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
γ
ァ
プ
」
批
判

一六



ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

ム
ノ、

意
志
形
成
に
つ
い
て
、
彼
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
み
て
い
る
。

「
意
志
形
成
と
は
、
発
案
宮
山
江
主
目
。
ロ

と
承
認
印
℃
℃

54mw-
の
両
者
を
意

味
す
る
」
。
「
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
強
調
さ
る
べ
き
要
点
は
、
発
案
が
含
ま
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
で
は
な
い
。
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

た
だ
一
勝
認
す
る
権
限

U
C
当

q
だ
け
な
ら
ば
、
積
極
的
官
民
〈
σ
リ
ー
ダ
ー
シ

γ
。
ブ
職
能
の
一
部
と
し
て
含
ま
し
め
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
も
し
承
認
す
る
権
限
が
積
極
的
に

出
の
仲
戸
H
州

W
H
M可

に
行
使
さ
れ
な
い
刊
な
ら
ば
、

わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
権
限
を
持
つ
人
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ヅ
プ
職
能
に
参
加
す
る
と
は
考
え
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
も
、

取
締
役
会
が
配
当
決
定
を
、
何
時
も
白
動
的
に
社
長
の
勧
告

『

on。
民
同
ぬ
a

民同

E
Zロ
に
従
っ
て
承
認
す
る
な
ら
ば
、

わ
れ
わ
れ
は
取
締
役
会
で
は
な
く
社
長
が
、
最
終
的
な
承
認
職
能
を
果
し
た
も
の
と
考
え
る
。

権
限
の
保
有
だ
け
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
構
成
し
な
い
の
で
あ
る
」
。

す
な
わ
ち
、
彼
は
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て
、

実
質
的
な
孟
志
決
定
を
さ
し
、
単
に
承
認
す
る
だ
け
で
は
意
志
決
定
と
し
な
い
。
実
効
力
あ
る
発
案
、
承
認
を
採
択
し
、
拒
否
す
る
方
を

伴
っ
た
上
で
の
承
認
を
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
形
式
的
で
は
な
く
、
実
質
的
な
意
志
決
定
を
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

〈

3
)

ゴ
ー
ド
ン
の
引
用
文
は
大
体
、
平
井
泰
太
郎
、
森
昭
夫
氏
の
訳
本
に
よ
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
若
干
あ
ら
た
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
こ
の
引

用
部
分
に
お
い
て
は
、
宅
官
。
〈
丘
と
い
う
一
つ
の
語
を
平
井
、
森
訳
で
は
た
だ
い
つ
も
承
認
す
る
だ
け
の
も
の
は
承
認
と
訳
し
、
積
極
的
に
拒
否

を
と
も
な
う
場
合
も
あ
る
承
認
を
採
択
と
訳
し
て
い
る
。
苦
心
の
訳
と
思
え
る
。
し
か
し
、
前
後
の
内
容
で
意
味
は
充
分
通
じ
る
と
思
え
る
の
で
、

こ
こ
で
は
こ
様
の
訳
語
と
し
な
か
っ
た
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
中
核
的
な
も
の
と
し
て
、
以
上
実
質
的
な
意
志
決
定
を
考
え
て
い
る
こ
と
を
み
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
、

と
り
あ
え
ず
、
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
、

さ
き
に
す
す
も
う
。

ぎ
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。

ピ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
中
核
的
な
も
の
と
し
て
、
意
士
心
決
定
を
考
え
た
彼
は
、

「
大
会
社
に
お
い
て
見
ら
れ
る
様
な
権
限
、
委
任
機
構
の
も
と
に
お
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ

「
分
析
の
方
法
」
と
し
て
、
必
然
的
に
、

ペコ



ヅ
プ
の
分
析
は
、
そ
れ
に
関
す
る
一
一
一
つ
の
問
題
ー
ー
ー
そ
の
う
ち
二
つ
は
意
志
形
成
過
程
に
結
び
つ
い
て
い
る
l
ー
ー
を
取
り
扱
わ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
第
一
は
、
重
要
な
経
営
上
の
諸
決
定
が
ど
こ
で
生
起
す
る
か
、

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
答
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

わ

れ
わ
れ
は
、
現
実
の
経
営
管
理
の
源
泉
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
は
、
そ
の
他
の
誰
が
、
も
し
あ
り
と
す
れ
ば
、
決
定
を
拒
否
な
い

し
承
認
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
答
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
は
、
択
一
的
な
一
連
の
行
為
の
選
択
に
あ
た

っ
て
、
最
終
的
に
真
の
意
味
に
お
け
る
責
任
を
負
う
人
々
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
、

企
業
を
全
体
と
し
て
調
整
す
る
権
限
が
誰

に
ふ
り
り
、

ま
た
こ
の
権
限
は
い
か
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
」
と
Q

こ
の
よ
う
に
、
企
業
に
お
け
る
実
質
的
な
意
志
決
定
者
(
発
案
を
つ
ね
に
承
認
す
る
だ
け
の
人
で
は
な
く
、
拒
否
し
た
り
承
認
し
た
り

す
る
人
)
を
見
出
そ
う
と
す
る
に
あ
た
っ
て
、
企
業
の
内
部
の
み
を
問
題
と
し
、
企
業
の
外
部
の
諸
集
団
は
、

は
じ
め
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
・

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
外
部
に
お
き
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
単
に
影
響
を
与
え
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
と
り
あ
っ
か
う
の
で
あ
る
。
彼

土
い
う
。

「
各
企
業
は
そ
れ
ぞ
れ
種
々
の
「
外
部
」
利
害
者
集
団
と
交
渉
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
ら
の
外
部
集
団
は
、
彼
ら
自
身
の

利
益
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
直
接
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
任
に
あ
た
っ
て
い
る
人
々
に
影
響
宮
出

g
D
8
を
与
え
よ
う
と
試
み
る
か
も
知

れ
な
い
。
ま
た
、

し
ば
し
ば
試
み
る
」
。
「
強
力
な
利
害
者
集
団
に
よ
っ
て
及
ぼ
さ
れ
る
影
響
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
こ
れ
は
、
そ
の
な

か
に
お
い
て
経
営
の
リ
ー
ダ
ー
達
が
経
営
を
行
う
環
境
の
一
部
分
な
の
で
あ
っ
て
、

リ
ー
グ

l
シ
ヅ
プ
職
能
を
構
成
す
る
意
志
形
成
や
調

整
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
意
志
形
成
者
に
対
す
る
影
響
と
、
意
志
形
成
へ
の
実
際
の
参
加
と
の
境
界
線
は
、
殆
ん
ど
感
知
し
え
な
い
ほ
ど

漠
然
と
し
て
い
る
。
が
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
つ
の
概
念
|
|
影
響
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
i

1
ー
は
、
区
別
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
は
企
業
に
お
い
て
そ
の
執
行
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
人
ま
た
は
そ
の
集
団
で
あ
る
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
に

ゴ
ー
ド
ン
「
ピ
ジ
ポ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

一六



ゴ

I
ド

γ
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
?
プ
」
批
判

一
六
回

対
し
て
企
業
外
部
の
諸
集
団
は
は
じ
め
か
ら
、
非
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、

企
業
の
外
部
に
あ
る
者
と
し
て
と
り
あ
つ
か
っ
て
、
す

こ
し
も
さ
し
っ
か
え
な
い
。
し
か
し
、
企
業
に
お
い
て
、
実
質
的
な
意
志
決
定
者
は
だ
れ
か
を
問
題
に
す
る
と
き
、
そ
の
者
を
企
業
の
内

部
に
あ
ら
か
じ
め
限
定
し
、
企
業
の
外
部
に
あ
る
者
は
最
初
か
ら
影
響
者
と
し
て
取
扱
う
こ
と
は
、
あ
き
ら
か
に
た
だ
し
い
態
度
で
あ
る

と
は
い
え
な
い
。
彼
は
、

は
じ
め
か
ら
、
企
業
に
お
け
る
実
質
的
な
意
志
決
定
者
を
見
出
す
作
業
に
お
い
て
、
誤
っ
た
道
を
た
ど
っ
た
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

四

ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
支
配

企
業
の
内
部
に
お
い
て
誰
が
実
質
的
な
意
志
決
定
者
で
あ
る
か
を
見
出
そ
う
と
し
、
企
業
外
部
の
人
は
す
べ
て
影
響
者
で
あ
る
と
前
提

し
て
、
調
査
・
分
析
し
工
う
と
す
る
と
き
、
結
論
は
お
の
づ
と
明
ら
か
で
あ
る
。

「
第
二
編
経
営
者
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
外
部
利
害
者
集
団

HMR且
∞
g
E
g由
戸
内
出
門
凶

O
B
E匂
σ吋
宮
山
口

ωmoss

(
1
)
 

oEmwロ
仏
。

E
Z
E
O
H
D
S
B
Z
m
g口
問
)
即
」
は
、
企
業
の
最
高
経
営
担
当
者
の
吋
己
丘

O
M
0
2
t
g
で
あ
る
社
長
甘

5
田
足
。
ロ
け
ま
た
は
取

締
役
会
長
。

vm町
自
白
P

O片
付

F
o
g
m
E
が
漬
極
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
役
割
を
果
す
、

そ
し
て
意
志
決
定
の
権
限
は
下
部
へ
委
譲

分
散
す
る
(
第
四
章
、
最
高
経
営
担
当
者
と
意
志
形
成
の
分
散
)
が
、
調
整
職
能
は
委
譲
で
き
ず
、
意
志
決
定
の
分
散
と
と
も
に
重
要
化

す
る

(
館
五
章
経
営
担
当
者
集
団
と
調
整
の
問
題
)
、

そ
し
て
取
締
役
会
は
最
高
経
営
担
当
者
の
決
定
を
た
だ
形
式
的
に
承
認
す
る
に
す

ぎ
な
い
実
情
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
職
能
は
担
当
し
て
い
な
い
と
す
べ
き
で
あ
る
〔
第
六
章
、

取
締
会
〕
、

と
い
う
の
で

あ
る
。
以
上
の
論
述
に
た
い
し
て
、
だ
れ
も
異
論
を
さ
し
は
さ
む
者
は
あ
る
ま
い
。

(
1〉

第
二
篇
の
題
を
平
井
戸
森
試
は
、
「
経
営
者
お
よ
び
外
部
利
害
者
諸
集
団
に
よ
る
ピ
ズ
ネ
ス
・
リ
l

〆
l

シ
ツ
プ
」
と
し
て
い
る
が
、

外
部
利



害
者
集
団
は
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
は
参
加
し
な
い
と
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
「
経
営
者
に
よ
る
ビ
ジ

ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
外
部
利
害
者
集
団
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

問
題
と
な
る
の
は
、
利
害
者
集
団
と
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
の
関
係
で
あ
る
。

彼
は
、
「
利
害
者
集
団
と
は
、
そ
の
集
団
が
所
与
の
会
社
の
活
動
に
、
直
接
的
に
、
そ
し
て
強
度
に
依
存
し
て
い
る
集
団
を
意
味
す
る
」

と
し
、
(
一
〉
所
有
者
(
株
主
〉
、
(
二
)
資
金
の
貸
し
手
、
(
三
)
売
買
な
い
し
貸
借
に
よ
る
財
貨
の
供
給
者
、

(
四
)
顧
客
、

(
五
)
同
種

あ
る
い
は
関
連
産
業
の
競
争
関
係
に
あ
る
会
社
、

(
六
〉
労
働
者
、
(
七
〉
政
府
、

技
術
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
の
八
つ
の
集
団
を
列
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
、

(
八
)
組
織
に
必
要
な
主
と
し
て
財
政
的
・
法
律
的
・

「
種
々
の
利
害
者
集
団
の
勢
力
は
、

会
社
に

よ
っ
て
異
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
時
の
経
過
に
よ
っ
て
も
ま
た
変
化
す
る
。

一ユ

l

・
デ
イ
l
ル
の
財
政
改
革
に
至
る
ま
で
の
半
世
記
に

お
い
て
、
金
融
利
害
者
の
力
は
そ
の
ピ

I
グ
に
達
し
、
以
後
下
降
し
は
じ
め
た
。

一
九
三

0
年
代
の
初
期
以
来
労
働
者
の
力
は
加
速
度
的

勢
い
で
着
実
に
増
加
し
て
き
つ
つ
あ
る
。
最
も
顕
著
な
こ
と
は
、
政
府
の
力
が
着
々
と
、
そ
し
て
不
可
抗
力
的
に
増
加
し
て
き
つ
つ
あ
る

」
と
で
あ
る
」
、
と
結
論
し
て
い
る
。

労
働
者
の
力
、
政
府
の
力
の
強
大
化
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
彼
の
か
か
げ
る
八
個
の
利
害
者
集
団
な
る
も
の
は
、
同

列
に
企
業
の
外
部
の
利
害
者
集
団
と
し
て
企
業
に
た
い
し
て
影
響
を
与
え
る
も
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
た
だ
、
そ
の
影
響
力
に
お
い
て

の
み
差
の
あ
る
も
の
と
し
て
把
握
し
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
。
彼
自
身
、
所
有
者
に
つ
い
て
は
小
数
者
支
配
自
由
ロ
。
片
山
々
の
。
ロ
可
♀
を
、

金
融
者
に
つ
い
て
は
銀
行
家
支
配

gロ
Ew円
g
D
R
O
H
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
者
、
所
有
者
引
自
己
資
本
の

提
供
者
と
貸
し
手
H
他
人
資
本
の
提
供
者
と
、
他
の
六
者
、
販
売
者
、
顧
客
・
競
争
企
業
・
労
働
者
・
政
府
・
組
織
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
者
と
を
同
列
に
影
響
を
あ
た
え
る
も
の
と
し
て
論
ず
る
わ
け
に
は
い
か
な
ぺ
w

し
か
し
、
後
の
六
者
は
そ
れ
ぞ
れ
性
質
を
異
に
す

一
六
五

ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判



ゴ
l
ド

γ

「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

一ムハ六

る
が
、
例
外
的
な
場
合
を
の
ぞ
き
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
と
り
あ
っ
か
つ
て
さ
し
っ
か
え
あ
る
ま
い
。

(
2
〉
笛
木
正
治
教
授
は
、
「
ゴ
ー
ド
ン
批
判
」
と
し
て
二
点
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
「
そ
の
一
は
彼
が
経
営
管
理
(
経
営
指
導
)
に
つ
い
て
決
定
を

行
う
こ
と
の
機
能
に
の
み
注
目
し
、
そ
の
決
定
を
執
行
又
は
実
施
す
る
機
能
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
ふ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
」
。
「
そ
の
二
は

彼
の
い
う
利
害
者
集
団
に
つ
い
て
で
あ
る
。
彼
、
か
利
害
者
集
団
を
分
析
し
た
こ
と
は
明
ら
か
に
注
目
す
べ
き
試
み
で
み
る
。
し
か
し
、
彼
の
分
析
で

は
な
お
利
害
者
集
団
が
い
わ
ば
羅
列
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
者
集
団
の
も
つ
質
的
な
相
異
の
分
析
が
さ

ら
に
望
ま
し
い
と
い
え
よ
う
。
の
み
な
ら
ず
、
彼
が
利
害
者
集
団
と
し
て
あ
げ
る
労
働
組
合
の
吟
味
は
必
ず
し
も
充
分
と
は
い
え
な
い
」
(
笛
木
「
労

資
関
係
と
経
蛍
管
理
・
担
訂
版
」
森
山
喜
庖
・
昭
和
二
九
年
・
一
二
四
|
三
五
頁
)

ゴ
I
ド

γ
は
、
「
株
主
の
役
割
」

(
第
八
章
〉
と
し
て
、

大
会
社
の
所
有
に
お
け
る
株
式
の
分
散
と
集
中
を
指
摘
し
、

多
数
の
小
株
主

は
無
能
力
で
あ
る
が
、

「
会
社
の
議
決
権
株
の
十
五
な
い
し
二

O
%を
持
つ
少
数
持
株
利
害
関
係
者
は
、

一
般
に
あ
る
意
味
に
お
け
る
実

効
支
配
巧
。
片
付
宙
開

S
E
E
-
を
持
つ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
」
、
ど
い
い
、
積
極
的
な
い
し
消
極
的
少
数
者
支
配
の
事
例
研
究
の
の
ち
、

さ

ら
に
「
少
数
者
支
間
の
意
義
」

を
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
ず
る
の
で
あ
る
。

「
積
極
的
意
思
形
成
に
お
け
る
少
数
者
集
団
の
役
割
が
限
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
ら
の
力
宮
司

q
お
よ
び
影
響
力
を
過
少
視
し
で
は
な
ら
な
い
。
少
数
者
支
配
は
常
に
潜
在
的

力

H
5
gロ
江
巳
匂
0
4司
ぬ
円

を
意
味
し
、
通
常
相
当
の
影
響
力
を
意
味
す
る
。
」
そ
し
て
、
「
小
数
者
集
団
の
力
は
、
彼
ら
の
集
合
的
投
票
力

。。
-
H
O
の
け
守
O
J
1
0
江
口
問
印
け

BDmHF
に
内
在
す
る
会
社
の
経
営
者
吏
迭
能
力
か
ら
生
ず
る
。
」
「
少
数
者
集
団
の
投
票
力
に
内
在
す
る
力
に

加
え
て
、
そ
の
集
団
が
持
つ
富
が
そ
の
集
団
に
相
当
の
力
を
賦
興
ず
る
。
富
は
自
動
的
に
あ
る
程
度
の
経
済
力
と
影
響
力
と
を
伴
う
L
。こ

の
よ
う
な
、

「
少
数
者
支
配
に
内
在
す
る
力
は
、

そ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
汁
ソ

1
ダ
l
シ
ツ
プ
に
及
ぼ
す
数
呆
に
つ
い
て
見
た
場
合
、
二
重
の

重
要
性
を
も
っ
。
第
一
に
、
そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
の
態
度
活
動
を
制
約
す
る
継
続
的
影
響
の
源
泉
と
な
る
。
第
二
は
、
力
は
力

と
L
て
重
要
で
あ
る
。
少
数
者
集
団
に
は
、
決
定
を
行
う
人
々
を
改
任
す
る
能
力
主

)
E
q
お
よ
び
自
分
自
身
で
決
定
を
行
う
能
力
が
内



在
す
る
し
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
種
の
経
済
力
の
所
有
を
記
述
す
る
た
め
に
は
、
窮
極
的
支
配
己
吾
己
主

0
8己
H
O
H

と
い
う
語
ぞ
使
用

す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
窮
極
的
支
配
|
|
経
営
者
層
の
改
任
能
力

l
!は
、
わ
れ
わ
れ
が
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
概
念
に
含

ま
し
め
る
現
実
の
意
志
形
成
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
銘
記
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
窮
極
的
支
配
は
、
力
と
影
響
を
意

味
す
る
。
そ
れ
は
意
志
形
成
に
あ
る
程
度
参
加
を
意
味
す
る
か
も
知
れ
ず
、
意
味
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
大
会
社
に
お
い
て
は
、
そ
れ

は
決
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
職
能
の
完
全
な
引
受
け
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
」
。
と
、
主
張
す
る
。

、
も
ん
ヤ
も
と
、

一
般
的
に
い
っ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
支
配
と
は
異
っ
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
少
数
者
支
配
と
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ

l

ダ
l
シ
ツ
プ
と
は
、
ゴ
ー
ド
ン
の
よ
う
に
な
が
な
が
と
論
ず
る
ま
で
も
な
く
、
別
箇
も
の
で
あ
り
、
少
数
者
支
配
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は

ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
は
な
い
。
彼
が
、
少
数
者
支
配
を
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
か
か
わ
り
な
き
も
の
と
す

る
た
め
に
な
が
な
が
と
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
ッ
ッ
プ
の
概
念
の
中
核
を
し
て
意
志
決
定
、
そ
れ

も
実
質
的
な
意
志
決
定
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
支
配
は
口
己
の
志
士
山
に
他
人
を
従
わ
せ
る
占
?
を
そ
の
概
念
の
不
可
欠
の
要
素
と
す
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
支
配
者
は
も
と
も
と
つ
ね
に
実
質
的
な
意
志
決
定
者
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ゴ
y

ド
ン
の
よ
う
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー

は
企
業
に
お
け
る
意
志
の
決
定
者
で
あ
る
と
と
ら
え
れ
ば
、
少
数
者
支
配
を
な
す
少
数
の
大
株
主
H
所
有
者
は
必
然
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ

ー
ダ
ー
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
支
配
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
で
は
な
い
と
い
う
結
論
の
た
め
に
は
、

ん

ど
は
支
配
の
概
念
を
、

一
般
的
に
通
用
す
る
概
念
か
ら
か
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
、
少
数
者
支
配
を
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ

ー
に
影
響
を
あ
た
え
る
力
な
い
し
影
響
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
す
る
の
で
あ
り
、
企
業
の
外
部
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
影
響

を
あ
た
え
る
供
給
者
と
か
顧
客
と
か
競
争
会
社
と
か
と
同
じ
よ
う
な
も
の
と
し
て
同
列
に
と
り
あ
っ
か
う
の
で
あ
る
。
支
配
に
し
ろ
影
響

に
し
ろ
、

い
ず
れ
も
そ
の
存
在
に
と
も
な
う
力
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
点
に
お
い
て
は
同
じ
で
あ
る
が
、

そ
の
力
の
強
弱
の
量
的
差
は

ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

一
六
七



ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

一
六
八

決
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
量
的
差
は
質
的
差
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

さ
ら
に
具
体
的
に
見
て
ゆ
こ
う
。
彼
は
、
少
数
者
支
配
を
経
営
に
積
極
的
に
参
加
す
る
場
合
と
積
極
的
で
な
い
場
合
の
二
者
と
し
て
い

る
が
、
後
者
に
お
い
で
す
ら
、
「
こ
の
場
合
支
配
と
は
、

通
常
決
定
の
発
案
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
承
認
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
し
て
直
接
的
承
認
な
い
し
拒
否
と
い
う
よ
り
単
に
間
接
的
な
影
響
を
意
味
す
る
。
支
配
の
目
的
は
、
普
通
、
支
配
集
団
の
特
定
利
害
を

伸
長
な
い
し
保
護
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
多
く
の
、

お
そ
ら
く
殆
ん
ど
す
べ
て
の
方
策
宮
-
片
山

g
の
形
成
に
参
加
せ

ず
に
達
成
す
る
で
あ
ら
う
」
と
い
い
、
「
会
社
支
配
の
公
準
日
目
宮
ユ
。
口
は
経
営
者
層
の
選
改
任
能
力
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
少
数
者

支
配
を
こ
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
経
営
者
層
の
決
定
を
実
質
的
に
承
認
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
形

式
的
な
承
認
で
も
な
け
れ
ば
形
骸
的
な
承
認
で
も
な
く
、
実
質
的
な
承
認
で
あ
り
、
実
質
的
な
意
志
決
定
で
あ
る
。
少
数
者
支
配
は
、
も

ち
ろ
ん
企
業
に
お
け
る
す
べ
て
の
意
志
決
定
に
参
加
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
会
社
に
お
け
る
最
も
重
要
な
事
項
た
と
え
ば

、
発
起
お
よ
び
原
初
組
織
・
経
営
者
の
選
任
・
利
益
の
分
配
・
清
算
ま
た
は
更
生
等
の
意
志
の
実
質
的
決
定
者
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ゴ
ー

ド
ン
自
身
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
職
能
に
含
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
諸
決
定
」

と
し
て
つ
ぎ
の
リ
ス
ト
を
掲
げ
て
い
る
の
で
あ

る。

発
起
お
よ
び
原
初
組
織

A 

主
要
目
的
の
決
定

B 

原
初
組
織
の
創
設

1 

規
模
、
法
律
上
の
組
織
、
財
務
的
構
成
、
内
部
組
織
、
生
産
さ
る
べ
き
特
定
製
品
、
生
産
お
よ
び
配
給
方
法
等
の
決
定

2 

首
脳
職
員
の
選
任



E 
C 

生
産
要
素
、
な
か
ん
ず
く
資
本
調
達
に
関
す
る
交
渉

ゴ

I
イ
ソ
グ
・
コ
ン
サ
i
ン
と
し
て
の
事
業
継
続

A 

人
格
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

お
よ
び
権
限
の
継
続
的
運
用
に
よ
る
組
織
の
維
持

B 

次
の
諸
事
項
に
関
す
る
特
に
重
要
な
決
定

1 

生
産
数
量
お
よ
び
生
産
管
理
・

2 

{面

格

3 

売
買
(
販
売
組
織
お
よ
び
販
売
方
法
、
広
告
、
購
買
等
〉

4 

賃
銀
、

お
よ
び
そ
の
他
の
労
働
問
題

5 

資
本
構
成
の
変
更
、
通
転
資
本
の
維
持
、
新
資
本
の
確
保
等
の
財
務
諸
問
題

6 

経
営
規
模
の
変
更
ハ
拡
張
な
い
し
縮
少
〉

7 

会
社
自
体
あ
る
い
は
主
要
支
庖
の
位
置
の
変
更

8 

内
部
組
織
お
よ
び
諸
手
続
の
変
更

9 

製
品
お
よ
び
生
産
の
ハ
技
術
的
)
方
法
の
変
更

10 

会
社
と
外
部
諸
集
団
と
の
関
係
、
消
費
者
、
銀
行
家
、
政
府
等
の
特
定
の
集
団
と
の
関
係
、

(
す
な
わ
ち
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
)
の
双
方

11 

利
益
金
の
分
配

お
よ
び
そ
れ
ら
の
諸
決
定
の
実
行
の
指
揮
の
主
た
る
任
を
負
う
人
の
選
任

C 

前
記
諸
決
定
を
行
う
人
々
、

ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

お
よ
び
公
衆
一
般
と
の
関
係

一
六
九



ゴ
ー
ド
ン
「
、
ヒ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

七。

E 

再
組
織
ま
た
は
清
算

A 

再
組
織
〈
合
併
も
ふ
く
む
)

1 

再
組
織
の
決
定

2 

旧
組
織
か
ら
新
組
織
へ
の
転
換
に
当
っ
て

I
に
記
し
た
諸
事
項
の
決
定

B 

清

算

1 

清
算
の
決
定

2 

主
と
し
て
財
産
配
分
に
関
す
る
清
算
条
件
の
決
定

し
か
も
、
さ
き
に
見
た
よ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
中
枢
と
し
て
の
意
志
決
定
は
形
式
的
な
そ
れ
で
は
な
く
、
実
質
的
な

そ
れ
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
被
の
理
論
よ
り
す
れ
ば
、

必
然
的
に
少
数
者
支
配
は
、
同
時
に
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
。
フ
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
こ
と
に
明
白
な
三
段
論
法
の
帰
結
で
あ
る
。

(av 

支
配
は
も
と
も
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
ノ
少
数
者
所
有
支
配
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
は
な
い
。
そ

し
て
論
ず
る
ま
で
も
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
は
経
営
者
で
あ
る
ゴ
ー
ド
ン
の
調
査
の
分
析
・
結
果
な
る
も
の
も
、
少
数
所
有
支
配

は
存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
サ
プ
に
参
加
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
は
経
営
者
で
あ
る
と
い

う
の
で
あ
っ
た
。
ゴ
l
ド
ソ
の
調
査
の
結
論
と
一
般
に
自
明
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
同
亡
で
あ
っ
た
Q

ゴ
ー
ド
ン
御
苦
労
様
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
だ
、
が
、
そ
う
い
っ
て
す
ま
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ゴ
ー
ド
ン
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
概
念
は
そ
の
一
般
的
な
も
の
と
異
っ
た

特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
。
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
調
査
の
災
態
が
誤
ま
っ
て
い
な
い
か
ぎ
り
、

一
般
的
な
結
論
と
は
具
っ
た
も
の
が
出
ざ
る

を
え
な
い
。
そ
し
て
、
ゴ
ー
ド
ン
は
実
態
を
虚
心
に
た
だ
し
く
見
幕
し
な
く
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
実
態
調
査
・
分
析
に
は
、



教
示
さ
れ
る
多
く
の
も
の
、
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
般
的
な
結
論
が
え
ら
れ
た
の
は
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
対
応
す
る
概
念
で
あ

る
支
配
の
本
質
を
単
な
る
影
響
力
に
す
り
か
え
る
と
い
う
二
重
の
誤
り
を
お
か
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
錯
-
誤
は
、
ど
こ
ま
で
意
識
的

で
あ
り
、
ま
た
無
意
識
的
で
あ
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
個
別
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
即
社
会
経
済
全
体
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ

プ
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
ら
え
て
論
を
進
め
た
こ
と
に
よ
る
、
必
然
的
に
た
ど
ら
ざ
る
え
な
か
っ
た
誤
謬
の
展
開
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。

で
は
、
何
を
主
張
し
よ
う
と
し
て
、
以
上
の
き
わ
め
て
特
異
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
は
誰
か
と
い
う
理
論
を
展
開

し
て
き
た
の
で
あ
ら
う
か
。

(
3
)

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
集
団
の
成
員
が
白
ら
す
す
ん
で
集
団
の
活
動
に
参
与
し
て
集
団
の
目
的
の
達
成
に
努
め
る
よ
う
に
誘
導
し
、
し
か
も
成

員
相
互
の
連
帯
住
を
維
持
さ
せ
る
よ
う
な
集
団
生
活
に
お
け
る
本
質
的
な
機
能
の
一
つ
を
指
し
、
そ
れ
が
支
配
と
異
な
る
の
は
、
前
者
が
そ
の
機
能

の
遂
行
を
被
指
導
者
の
自
発
性
に
期
待
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
そ
れ
を
究
極
に
お
い
て
は
支
配
者
側
の
物
理
的
心
理
的
統
制
力
に
お
き
、
し
か

も
支
配
者
は
代
替
を
許
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
点
に
求
め
ら
れ
る
」
大
橋
幸
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
(
社
会
学
辞
典
、
九
三
二
頁
)

五

ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
職
業
化

ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
を
担
う
者
は
経
営
担
当
者
集
団
で
あ
る
と
論
じ
て
き
た
(
第
二
編
〉
ゴ
ー
ド
ン
は
、
次
に
そ
れ
に
立
つ

て
、
で
は
い
っ
た
い
経
営
担
当
者
は
ど
の
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ヴ
の
も
と
に
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
職
能
を
果
し
、

ピ

ジ

ネ

ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
て
く
る
か
を
論
ず
る
(
第
三
一
踊
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ァ
プ
の
イ
ン
セ
シ
テ
ィ
ヴ

と
そ
の
職
業
化
町
民
け
酉

E
S
E
-
J
1
2
5
(同
寸
町
0
3
6同
o
g
H
O
E
-日
N
m
H山

Oロ

O同
国
ロ
印
官
。
田
印

F
g
a
o円印
E
巴

の
で
あ
る
。
彼
の
言

う
と
こ
ろ
を
聞
こ
う
。

「
現
在
大
規
模
経
営
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
反
応
を
示
し
て
い
る
イ
ン
セ
ン
チ
ィ
ヴ
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ

ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

七



ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

七

は
大
会
社
に
お
い
て
行
わ
れ
る
意
士
山
形
成
の
様
式
に
い
か
な
る
効
果
を
も
つ
で
あ
ら
う
か
」
。

「
経
営
者
集
団
に
効
力
を
も
っ
報
酬
に
は
広
く
い
っ
て
二
つ
の
類
型
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
金
銭
的
巴
口
山
口
江
巳
な
も
の
と
非
金
銭
的
な

も
の
と
で
あ
る
」
。
「
重
要
な
金
銭
的
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ヴ
は
、
数
種
類
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

(
2
)
俸
給

B
E弓
と
ボ
ー
ナ
ス
、

〈

2
)

持
株

か
ら
生
ず
る
配
当
、

お
よ
び
元
本
の
評
価
益
(
お
よ
び
程
度
は
低
い
が
社
債
か
ら
の
収
入
)
、

(
3
)
適
当
な
言
葉
は
な
い
が
、
「
役
得
」
官
l

古

O
同
℃
。
白
目
立
O
H
戸
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
三
一
の
も
の
は
い
く
つ
か
の
形
を
と
る
。

た
と
え
ば
、

自
己
の
会
社
の
一
証
券

を
内
部
情
報
に
基
づ
い
て
売
買
す
る
こ
と
、
経
営
者
が
会
社
を
し
て
、
彼
が
個
人
的
に
利
害
関
係
を
も
っ
て
い
る
他
の
会
社
か
ら
購
買
せ

し
め
る
よ
う
に
し
む
け
る
等
々
で
あ
る
」
。
そ
し
て
、
く
わ
し
い
実
態
調
査
を
か
か
げ
、
分
析
し
た
結
果
と
し
て
、
「
金
銭
的
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ヴ
は
、
現
代
超
営
の
リ
ー
ダ
ー
達
、
が
ま
ず
ま
ず
職
業
的
被
傭
管
理
者
官
。
貯
留
目
。
口
出
つ

E
B円
.
5包
括
2
却
の
性
格
を
帯
び
て
き
つ

つ
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
経
営
者
報
酬
。

M
0
2
t
g
S
E匂
O
口
由
巳
一
c
p
は
相
対
的
に
安
定
し
て
お
り
、
ボ
ー
ナ
ス
は
リ
ー
ダ

ー
ジ
ヅ
プ
活
動
の
成
果
に
た
い
す
る
報
酬
総
額
と
し
て
密
接
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
経
営
者
の
一
雇
傭
は
高
度
に
安
定
し
て
お

り
、
経
営
者
が
退
職
す
る
際
に
年
金
が
与
え
ら
れ
る
例
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
達
皆
目
白
i

止め円山

σ
5山口
O
印
印

-g円四mu
円
血
は
多
額
の
報
酬
を
う
け
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
確
実
性
と
安
定
性
の
魅
力
が
加
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と

結
論
す
る
。
(
第
十
二
章
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
l
タ

l
シ
ツ
プ
に
た
い
す
る
余
銭
的
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ヴ
)

次
に
、
彼
は
、
「
経
営
者
に
よ
る
彼
ら
の
会
社
に
お
け
る
持
株
は
、

ド
ル
額
か
ら
見
て
ど
の
位
の
犬
き
さ
か
。

彼
等
は
こ
の
持
株
か
ら

ど
れ
だ
け
の
配
当
を
う
け
、
そ
の
配
当
は
彼
等
の
俸
給
・
ボ
ー
ナ
ス
と
比
べ
て
ど
の
位
か
、
結
局
、
正
味
の
と
こ
ろ
、
所
有
に
よ
る
総
所

得
1
1
1
配
当
お
よ
び
元
本
の
騰
貴
見
込
を
ふ
く
め
て
ー
ー
ー
は
、
会
社
経
営
者
の
総
収
入
中
の
直
接
的
報
酬
と
く
ら
べ
て
ど
の
位
に
あ
た
る

の
か
」
を
問
題
と
し
、
諸
資
料
に
も
と
さ
つ
い
て
、
「
俸
給
お
よ
び
ボ
ー
ナ
ス
が
明
ら
か
に
支
配
的
な
金
銭
的
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ヴ
で
あ
る
」
、



「
所
有
か
ら
期
待
さ
れ
る
利
得
は
、
そ
れ
の
も
つ
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ヴ
が
意
味
を
な
さ
な
い
も
の
と
は
一
冨
い
え
な
い
が
、

お
そ
ら
く
報
酬
ほ

ど
重
要
で
は
な
い
で
あ
ら
う
」
と
結
論
す
る
。

さ
ら
に
、
彼
は
非
金
銭
的
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ヴ
を
と
り
あ
げ
る
。

「
直
接
的
欲
求
充
足
を
目
的
と
す
る
財
貨
獲
得
の
欲
望
以
外
の
、

経
営

者
の
行
為
に
た
い
す
る
最
も
重
要
な
る
拍
車
は
、

お
そ
ら
く
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ら
う
。
す
な
わ
ち
、
権
力
獲
得
の
衝
動
ロ
吋
問
。
、

名
声
欲
、

お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
競
争
の
衝
動
、
創
造
衝
動
、
自
己
を
集
団
と
一
体
化
す
る
性
向
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
集
団
へ
の

忠
誠
心
、
安
定
へ
の
願
望
、
回
目
険
を
お
か
し
、

ゲ
ー
ム
の
た
め
の
ゲ
l
ム
を
す
る
衝
動
、
他
人
に
奉
仕
す
る
願
望
等
で
あ
る
」
。
「
こ
れ
ら

の
動
機
は
、
貨
幣
的
報
酬
に
よ
っ
て
も
多
か
れ
少
か
れ
満
し
う
る
が
、
そ
れ
ら
は
ま
た
、
大
会
社
が
ビ
ジ
ネ
ス

-
p
l
ダ
1
達
に
提
供
す

る
他
の
誘
因
に
よ
っ
て
も
か
な
り
満
た
し
う
る
の
で
あ
る
L

。

そ
し
て
、
最
後
に
「
大
会
社
の
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ヴ
・
シ
ス
テ
ム
」
と
題
し
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
総
括
す
る
の
で
あ
る
n

「
大
会
社
が
経

営
者
集
団
に
た
い
し
て
、
俸
給
や
ボ
ー
ナ
ス
ハ
主
と
し
て
俸
給
)
か
ら
種
々
の
非
金
銭
的
誘
引
に
い
た
る
広
汎
な
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ヴ
を
提

供
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
に
た
い
す
る
伝
統
的
報
酬
で
あ
る
経
営
の
所
有
か
ら
生
ず

る
利
潤
は
、

わ
れ
わ
れ
の
最
大
級
の
諸
会
社
の
最
高
経
営
者
達
の
大
半
に
と
っ
て
は
、

主
た
る
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ヴ
で
は
な
い
。
多
く
の
主

と
し
て
産
業
会
社
の
高
級
役
職
員
層
の
持
株
は
ド
ル
額
か
ら
見
れ
ば
か
な
り
多
額
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
経
営
者
達

比
一
般
に
、
貨
幣
的
報
酬
と
し
て
は
、
所
有
に
よ
る
刺
得
よ
り
も
直
接
報
酬
の
方
に
は
る
か
に
依
存
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
経
営
者
を
動

機
づ
け
る
個
人
的
願
望
の
点
か
ら
見
る
と
、
大
会
社
が
提
供
す
る
非
金
銭
的
誘
因
も
ま
た
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ

ー
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ヴ
と
し
て
、

し
ば
し
ば
利
潤
よ
り
上
位
を
し
め
る
」
。
「
貨
幣
的
報
酬
は
、
大
部
分
、
大
会
社
に
お
い
て
必
要

な
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
供
給
を
誘
起
す
る
為
の
最
低
条
件
と
な
り
つ
つ
あ
る
」
。
「
十
分
な
俸
給
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
前
記
の

コ
ー
ド
ン
コ
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
。
フ
」
批
判

七



ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

七
回

非
金
銭
的
イ
ン
セ
ソ
テ
イ
ヴ
が
、
十
分
に
強
力
な
誘
因
と
な
る
」
と
。
(
第
十
三
章
・
所
有
と
非
金
銭
的
イ
ソ
セ
ン
テ
イ
ヴ
)

以
上
の
経
営
者
報
酬
、
経
営
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ヴ
に
つ
い
て
の
実
証
的
研
究
な
ら
び
に
報
酬
の
酉
か
ら
す
る
経
営
の
職
業
化
の
主
張
は
、

先
駆
的
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

(

1

)

「
経
営
の
磯
業
化
に
つ
い
て
の
主
張
と
し
て
は
、
ゴ
ー
ド
ン
と
は
別
の
理
由
か
ら
、
す
な
わ
ち
経
営
職
能
の
内
容
が
科
学
化
し
て
き
た
こ
と
を

根
拠
左
し
て
、
す
で
に
ジ
ヨ

l
ン
ズ
に
よ
っ
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
回
口
・
し
『

Oロ
2
・
斗
宮
町
〉
円
山

B
E
U可州注目
DD
色
吉
弘
5
け片山回目

H
W
Z
2
u
ュ8
・

1
5
ω
E
E
E
H
K
W同
百
円
四
口
口
叩
吉
田
口
け
CH同

H
U
2
2
R
P
忌
戸

E
J
4
a
E
S
H
U
N
U
-
め
「
第
一
章
新
し
い
方
法
と
新
し
い
精
神
」

H
3
5

D白
司
自
己
何
回

C白

g
a
F。
口
也
君
由
℃
ま
け
に
お
い
て
、
同
，
HH白
U
H
O
P
E
-
g回一円〉
aHH岡山口山田仲
E
Zロ
の
出
現
を
論
ず
る
の
で
あ
る
。
「
経
常
者
の
同
に

職
業
的
な
ほ
こ
り
が
生
ず
る
に
つ
れ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
等
の
職
業
的
感
情
の
基
礎
と
な
ヮ
て
い
る
二
勺
の
条
件
を
確
認
す
る
の
で
あ
る
。
第
一

に
は
、
経
営
の
諸
方
法
が
諸
原
則
の
総
体
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
経
営
の
究
局
の
目
的
が

社
会
奉
仕
の
動
機
に
よ
っ
て
品
位
の
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
」
(
何
回
ι
・由
1
1
5
)

な
お
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
現
代
の
経
営
者
の
生
活
に
つ
い
て
の
実
証
的
な
報
告
研
究
書
で
あ
る
吋

E
同
色
け
0

2

0
片

岡

町

O
円
E
D
P
叶
吉
岡
阿
l

団
口
三
日
〈
由
ピ

F
ロ
O
H
U
F
E
ω
O
D
E
-
ロ
2
2
a
a
g

品。
D
B
U
同ミ‘

5
8・
古
川
栄
一
監
修
・
内
田
幸
雄
訳
「
現
代
の
経
営
者
」
は
、
ア
メ

リ
カ
経
営
者
階
層
の
出
身
、
報
酬
・
移
動
・
昇
進
・
解
職
等
の
面
か
ら
、
か
な
り
そ
の
職
業
化
の
側
面
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
〈

E
g
o
-

HVEW恒
三
唱
目
HOHM-刷、
2
5日仏
C
E
S
σ
R
P
旬。
HHロ
E
H
ρ
z
E
g
g
-
H
C
E
N・
徳
山
二
郎
、
原
勉
「
ピ
ラ
ミ

γ
ド
を
登
る
人
々
」
も
経
営
者
の
職
業

的
側
衝
を
凶
い
て
い
る
。

さ
て
、

「
大
会
社
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
、

職
去
的
経
営
者
集
間
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
」
こ
と
を
論
じ
て
き
た
ゴ

ー
ド
ン
は
、
所
有
者
的
経
営
者
が
お
こ
な
う
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ

H
意
志
形
成
の
内
容
と
、
職
業
的
経
営
者
が
お
こ
な
う
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

日
意
志
形
成
の
内
容
と
が
、

ど
の
よ
う
に
相
異
ず
る
か
、
職
業
化
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
ゆ
く
か
を
見
る
の
で
あ
る
。

第
一
に
彼
は
、
「
結
局
、

個
人
的
経
営
か
ら
職
業
的
経
営
へ
の
変
遷
は
、

一
一
層
形
式
的
な
、
窮
極
的
に
は
一
層
組
織
の
官
僚
主
義
的
形

態
出
口
5
2
2
E
H
C
H
)忠
宮
吉
田

C同

。吋ぬ間同岡山富け日
o
p
を
つ
く
り
だ
す
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

と
の
べ
て
い
る
。
経
営
者



が
集
団
化
し
、
経
営
が
職
業
化
す
れ
ば
、
官
僚
主
義
的
諸
傾
向
が
引
き
お
こ
さ
れ
る
の
は
、
必
然
の
筋
道
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

〈

2
)

経
営
者
の
官
僚
制
化
は
、
必
然
的
に
企
業
体
全
体
の
官
僚
制
化
を
引
き
お
こ
す
し
、
ま
た
そ
れ
と
対
応
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
経
営
に
お
け
る

官
僚
制
的
傾
向
に
関
ず
る
研
究
は
次
第
に
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
た
と
〉
丸
ば
、
〉
守
E
d『
・
。
2
5
5
F
]川
伊

2
2
5
0同

E
向田口血け円山何回回口
5
2
1

2
口
予
呂
田
・
岡
本
秀
昭
・
塩
原
勉
訳
編
「
産
業
に
お
け
る
官
僚
制
|
|
組
織
過
程
と
緊
張
の
研
究
」

だ
が
、
問
題
は
第
二
の
論
点
に
あ
る
。
こ
の
点
と
そ
、
彼
の
最
終
的
結
論
・
主
張
点
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来

の
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
目
標
た
る
利
潤
追
求
の
変
質
、
利
潤
経
済
の
変
容
で
あ
る
。
彼
は
言
う
。
「
簡
単
に
い
え
ば
、
大
会
社

に
お
け
る
利
潤
動
機
は
新
た
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
・
り
l
ダ
1
シ
ッ
プ
の
目
標
位
、
利
潤
創
出
買
え
日
付
I
E
ω
i

利
潤
収
受
買
え
R
l
H
R
Zヱ
ロ
ぬ
で
は
な
い
」
。
そ
し
て
、
「
利
潤
が
リ
ー
ダ
ー
シ
サ
。
フ
の
報
酬
で
な
く
な
っ
た
」
の

w宙
開
で
あ
る
が
、

で
あ
る
か
ら
、
「
利
潤
は
所
有
者
に
よ
る
資
本
の
供
給
な
ら
び
に
危
険
負
担
に
た
い
す
る
報
酬
と
し
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
」
、
「
相
対

的
に
消
極
的
な
所
有
者
に
た
い
す
る
配
当
金
は
、
利
潤
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
非
契
約
酌
利
子
口
O
ロ

8
5円
R
E
m
-
z
g円
与
と
名
付

け
た
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
L
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
す
ま
す
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
に
た
い
し
て
、
絞
ら
が
会
社
の
最
大
利
潤
の
目
標
以
外
の

他
の
目
標
を
も
追
求
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
一
層
広
汎
固
に
わ
た
る
諸
基
準
|
|
低
価
格
、
生
産
数
量
の
最
大
化
、
そ
し
て
と
り

わ
け
雇
僚
の
安
定
と
保
護
の
ご
と
き
も
の
ー
ー
ー
が
、
政
府
の
干
渉
や
影
響
力
あ
る
利
害
者
集
団
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
お
し
つ
け

ら
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
」
と
。
(
第
十
四
章
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
職
業
化
)

大
会
社
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
H
実
質
的
な
意
志
決
定
者
は
、
経
営
者
で
あ
り
、
彼
等
は
集
団
化
し
、
職
業
化
し
て
き
で
い

る
。
所
有
者
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
で
は
な
く
、
諸
他
の
利
害
者
集
団
と
と
も
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
影
響
を
与
え

る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
経
営
者
の
所
得
は
俸
給
化
し
、
所
有
者
の
所
得
は
利
子
化
す
る
。
し
か
も
、
外
部
利
害
者
集
団
の
う
ち

「
人
民
に
奉
仕
す
る
た
め
に
存
在
す
る
」
政
府
や
労
働
者
の
力
、
影
響
力
が
次
第
に
増
大
し
て
き
た
。
こ
こ
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー

ゴ
ー
ド
シ
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

一
七
五



ゴ
ー
ド
ン
「
ピ
ヅ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

一
七
六

シ
ッ
プ
の
目
標
は
、
単
に
最
大
利
潤
の
追
求
以
外
に
低
価
格
・
生
産
の
極
大
化
・
雇
傭
の
安
定
等
の
人
民
の
福
祉
追
求
に
次
第
に
向
か
わ

ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
こ
に
、
社
会
経
済
全
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
変
質
を
見
る
。

と
い
う
の
、
が
ゴ
ー
ド
ン
の
主
強
で
あ
る
。
そ
し
て
、

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
い
た
っ
て
、

ゴ
ー
ド
ン
は
こ
の
こ
と
を
主
張
し
た
い
ば
っ
か
り

に
、
特
異
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
概
念
を
設
定
し
た
り
、
あ
る
い
は
長
々
と
わ
か
り
き
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
り
、
さ
ら
に
は

綿
密
な
調
査
・
分
析
と
結
び
つ
け
た
り
し
て
き
た
の
か
と
、

は
じ
め
て
了
解
す
る
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
、

ゴ
ー
ド
ン
の
い
う
よ
う
に
政
府
や
労
働
者
の
力
は
次
第
に
大
と
な
り
、
集
団
化
し
職
業
化
し
た
経
営
者
は
そ
の
影
響
す
長

第
に
大
き
く
う
け
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
、

労
働
者
集
団
の
欲
求
は
、

「
低
価
格
・
生
産
の
極
大
化
・
一
一
雇
傭
の
安
定
等
」
で
あ
ら
う
。
さ

ら
に
は
、
経
営
者
の
非
金
銭
的
イ
γ
セ
ン
テ
イ
ヴ
は
次
第
に
増
大
し
つ
つ
あ
る
で
あ
ら
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
内
容
が
、
最
大
限
利
潤
の
追
求
の
な
か
に
、
非
利
潤
的
動
機
が
次
第
に
翠
入
せ
ら
れ
、
後
者
の
側
面
が
次
第
に
増
大
し
て
ゆ
く

と
い
う
結
論
を
、
そ
の
ま
L
肯
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
経
営
者
の
集
団
化
は
そ
の
ま
ま
認
め
る
け
れ

ど
も
、
経
営
者
の
職
業
化
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
側
面
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
同
時
に
他
の
側
面
も
存
在
す
る
と
考
え
る
か
ら

で
あ
り
、

ま
た
、
経
営
者
と
と
も
に
ゴ
ー
ド
ン
も
否
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
支
配
者
の
存
在
を
肯
定
す
る
か
ら
で
あ
り
、

き
ら
に

は
政
府
を
ゴ
ー
ド
ン
の
一
言
う
よ
う
に
「
人
民
に
奉
仕
す
る
た
め
に
存
在
す
る
」
と
は
い
ち
が
い
に
考
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ゴ
ー
ド
ン
は
、
経
営
者
の
職
業
化
を
さ
き
に
も
示
し
た
よ
う
に
金
銭
的
イ
γ
セ
γ
テ
イ
ヴ
の
実
証
的
研
究
よ
り
導
き
だ
し
た
。
す
な
わ

ち
、
経
営
者
報
酬
の
安
定
・
雇
傭
の
安
定
・
ボ
ー
ナ
ス
と
成
果
と
の
非
関
連
性
・
年
金
制
の
普
及
化
・
所
有
よ
り
生
ず
る
利
得
H
配
当
収

入
が
経
営
者
報
酬
よ
り
は
る
か
に
す
く
な
い
こ
と
を
根
拠
と
し
て
。
た
し
か
に
、
彼
の
指
摘
は
頭
か
ら
否
定
し
き
る
べ
き
性
質
の
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
、
彼
は
、
経
営
者
報
酬
の
分
析
に
お
い
て
、
安
定
と
か
、
普
及
と
か
、
関
連
と
か
、
比
較
と
か
、
数
字
を
つ
ね
に
相
対



額
に
お
い
て
と
ら
え
絶
対
額
に
お
い
て
把
握
し
、
そ
の
面
か
ら
の
結
論
が
何
等
引
き
だ
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
彼
の
分
析
の
致
命
的
な
欠

陥
で
あ
る
。
ゴ
ー
ド
ン
の
掲
げ
る
一
九
三
六
年
に
お
け
る
経
営
者
の
典
型
的
な
報
酬
を
示
す
次
の
表

Q
o
z
。・

回
同
一
宵
居
可

H
W
H
叩
口
口
神
戸
広
田

皆目戸ユ

g
g仏
国

E
5
2
8出・

gu∞-
-
H
M

・同∞
H
)

を
み
よ
う
。

個
々
の
会
社
に
お
け
る
経
営
者
の
地
位

報

回H

中
位
値

最
高
給
の
経
営
者

九
三
、

0
0
0ド
ル

第
一
一
番
目
に
高
給
の
経
営
者

六コ一、

0
0
0グ

第
三
番
目
に
高
給
の
経
営
者

五
O
、

ooohv

そ
の
他
の
全
経
営
者
(
平
均
)

二
四
、

ooohq

全
経
営
者
(
平
均
〉

三
五
、

ooohq

き
ず
非
常
に
高
額
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
第
三
番
目
の
五
万
ド
ル
(
千
八
百
万
円
)
と
い
う
額
を
と
っ
て
み
て
も
、
そ
れ
は
賃
銀
と
い

う
範
臨
時
を
は
る
か
に
越
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
ど
ん
な
に
ぜ
い
た
く
な
生
活
を
し
て
も
大
舎
な
残
余
を
残
す
額
で
あ

り
、
そ
の
残
余
は
財
産
と
な
り
、
現
代
に
お
け
る
支
配
的
な
財
産
の
形
態
で
あ
る
株
式
に
投
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
は
年
々
一
増
大
し
て
ゆ
く
で
あ

ら
う
。
そ
し
て
そ
の
額
自
体
は
彼
が
高
度
の
専
問
的
な
経
営
能
カ
を
発
担
押
し
た
こ
と
す
な
わ
ち
高
級
・
複
雑
労
働
に
対
す
る
賃
銀
部
分
と

会
社
利
潤
の
一
部
と
理
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
経
営
者
報
酬
を
構
成
す
る
利
潤
部
分
と
賃
銀
部
分
の
う
ち
、
あ
る
経

営
者
に
と
っ
て
は
、
利
潤
部
分
が
圧
倒
的
に
大
で
あ
ら
う
し
、
あ
る
経
営
者
に
と
っ
て
は
賃
銀
部
分
が
利
潤
部
分
を
ま
さ
る
で
あ
ら
う
。

こ
の
こ
と
は
、
前
掲
表
が
示
す
よ
う
に
最
高
級
の
経
営
者
、
経
営
者
平
均
・
低
位
経
営
者
の
報
酬
に
非
常
に
大
き
な
格
差
が
存
在
す
る
こ

と
か
ら
も
わ
か
る
。
そ
し
て
、
利
潤
部
分
が
圧
倒
的
な
額
の
経
営
者
報
酬
を
う
け
と
る
経
営
者
は
、
彼
は
ま
さ
に
資
本
家
以
外
の
何
物
で

ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

一
七
七



ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

一
七
八

も
な
い
。
彼
は
機
能
資
本
家
で
あ
る
と
と
も
に
所
有
資
本
家
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
賃
銀
部
分
が
主
体
を
な
す
経
営
者
報
酬
の
取
得
者
こ

そ
、
彼
の
規
定
す
る
匂
円
。
な
g
Z
E
-
-
E
B
a
B自
由
問
。
円
印
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
経
営
者
報
酬
の
格
差
に
と
も
な
う
経
営
者
集
団
の
内
部
の
階
層
化
は
、
経
営
の
意
志
決
定
の
内
容
の
重
要
性
の
格
差
で
あ
る
こ
と

は
説
明
を
要
し
な
い
で
あ
ら
う
し
、
権
力
・
地
位
・
威
信
・
名
声
と
比
例
す
る
も
の
で
あ
れ
勺
、

し
た
が
っ
て
非
金
銭
的
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ヴ

と
も
相
則
的
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
非
金
銭
的
イ

γ
セ
ン
テ
イ
ヴ
の
増
大
は
、
金
銭
的
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ヴ
と
何
等
矛

盾
ず
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
な
ら
ば
、
経
営
者
は
、

と
く
に
最
重
要
の
事
項
の
意
志
決
定
者
と
し
て
の
経
営
者
階
層
の
上
層
部
は
資
本
を
機

能
さ
ぜ
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
潤
を
取
得
す
る
と
い
う
面
か
ら
み
て
も
、
資
本
を
所
有
す
る
と
い
う
面
か
ら
み
て
も
資
本
家
(
機
能
資
本
家

で
あ
り
所
有
資
本
家
)
で
あ
っ
て
、
彼
等
が
利
潤
追
求
動
機
を
弱
め
て
ゆ
く
契
機
は
内
部
的
に
は
毒
も
存
在
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

ゴ
ー
ド
ン
が
「
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
は
、

彼
自
ら
良
い
と
信
じ
て
い
る
明
確
な
諸
目
標
を
も
た
な
い
」

(苛

-gN)
と
一
言
う
の

は
、
た
わ
ご
と
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
で
は
、
外
部
の
公
共
的
性
格
保
有
者
た
る
政
府
・
労
働
者
の
圧
力
の
増
大
を
検
討
す
る
に
、

た
し

か
に
両
者
の
圧
力
の
増
大
は
認
め
ら
れ
る
が
、
政
府
は
ゴ
ー
ド
ン
の
一
言
う
よ
う
に
「
人
民
に
奉
仕
す
る
た
め
に
存
在
す
る
し
と
い
う
風
に

考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
政
府
は
「
人
民
に
奉
仕
す
る
た
め
に
存
在
す
る
」
が
ご
と
く
表
面
的
に
は
見
え
な
が
ら
つ
ね
に

そ
の
社
会
の
支
配
階
殺
の
利
益
に
究
局
に
お
い
て
は
奉
仕
す
る
た
め
に
存
在
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
労
働
者
集
団
の
要
求
に
た
い
し
て
は
、
経
営
者
は
、
利
潤
追
求
に
矛
盾
し
な
い
か
ぎ
り
受
け
入
れ
る
。
低
価
格
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

シ

エ
ヤ

1
の
拡
大
・
大
量
販
買
を
可
能
に
し
、
高
賃
銀
は
有
効
需
要
の
増
大
を
結
果
し
、
完
全
雇
傭
化
政
策
の
導
入
も
一
雇
傭
の
安
定
・
経
営

の
安
定
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
道
は
ど
こ
ま
で
も
す
す
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
以
上
は
利
潤
追
求
と
相
反
す
る
側
面
を



も
つ
の
で
あ
り
、
高
価
格
・
低
賃
銀
・
首
切
り
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
経
営
者
は
そ
の
よ
う
な
意
志
決
定
を
す
す
ん
で
と
る
で

あ
ら
う
し
、
現
に
と
っ
て
い
る
。
労
働
新
げ
要
求
が
強
ま
っ
た
と
し
て
も
そ
の
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
労
働
者
の
力
の
増
大
が
、

私
的
企
業
制
度
自
体
を
う
ち
こ
わ
す
に
い
た
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
と
き
は
じ
め
て
、
利
潤
追
求
衝
動
は
止
揚
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

(
4〉

G
・
コ
ル
コ
は
「
果
し
て
、
会
社
経
営
者
が
実
際
に
現
代
の
諸
理
論
が
描
い
て
い
る
よ
う
な
受
動
的
な
、
し
か
も
為
政
者
的
人
物
で
あ
る
か
ど

う
か
を
検
討
」
し
て
、
「
税
金
対
策
の
た
め
に
」
所
有
の
実
態
が
歪
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「
株
主
の
権
力
も
経
営
者
の
権
力
も
少
数
の
エ
リ
ー
ト
が
に
ぎ

っ
て
い
る
」
し
、
経
営
者
は
株
式
入
手
権
の
普
及
と
と
も
に
配
当
に
対
し
て
き
わ
め
て
高
い
関
心
を
も
っ
階
層
で
あ
り
、
「
少
数
の
エ
リ
ー
ト
へ
の

経
済
力
の
集
中
は
、
論
議
の
余
地
の
な
い
事
実
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
の
号
江
冊
目
関
O
H
W
0
・
4
司

2
日
付

F
S弘
司
O
唱
。
ユ
ロ
〉
5
2
r
P
E
S
-

佐
藤
定
幸
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
富
と
権
力
」
第
四
章
株
式
会
社
権
力
の
集
中

な
お
、
経
営
者
報
酬
と
経
営
者
の
性
格
に
関
す
る
す
ぐ
れ
た
研
究
と
し
て
、
片
山
伍
一
「
ア
メ
リ
カ
株
式
会
社
に
お
け
る
経
営
者
報
酬
の
問
題
」

九
大
経
済
学
研
究
第
二
十
三
巻
第
二
号
が
あ
る
。

五

結

ハ

l
F
H
ミ

1
ン
ズ
が
、
経
済
力
の
集
中
・
独
占
よ
り
、

た
だ
ち
に
経
済
に
お
け
る
大
会
社
の
支
配
的
地
位
・
利
潤
追
求
の
も
と
に
あ

る
多
数
競
争
企
業
の
経
済
か
ら
大
会
社
に
よ
る
社
会
的
生
産
の
需
給
の
計
画
的
調
節
へ
の
変
容
を
唱
い
、
そ
れ
を
大
会
社
の
経
営
者
支
配

論
で
補
強
し
た
の
に
た
い
し
て
、
ゴ
ー
ド
ン
は
、
大
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
H
意
志
決
定
者
は
所
有
者
で
は
な
く
経
営
者
で
あ
り
、
彼
等
は
職

業
化
す
る
と
と
も
に
、
増
大
す
る
政
府
・
労
働
者
等
の
公
共
的
勢
力
の
影
響
を
次
第
に
受
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
潤
追
求
目
標
以
外
の

非
利
潤
追
求
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
に
な
る
。
か
く
し
て
、
社
会
経
済
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
シ

γ
プ
の
変
化
に

よ
り
利
潤
経
揖
制
度
は
変
質
し
て
ゆ
く
と
論
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
独
占
擁
護
の
理
論
で
あ
る
。
と
く
に
、

ゴ
ー
ド
ン
の
そ
れ

は
、
ま
こ
と
に
地
味
な
か
た
ち
で
、
あ
る
い
は
手
の
こ
ん
だ
か
た
ち
で
の
理
論
と
い
う
ほ
か
な
い
。
そ
し
て
彼
の
理
論
は
、
理
論
を
く
み

ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
?
プ
」
批
判

一
七
九



ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

一
八

O

た
て
る
た
め
の
素
材
あ
る
い
は
事
実
に
た
い
し
て
は
、
ど
こ
ま
で
も
忠
実
で
あ
り
、
真
実
を
追
求
し
な
が
ら
も
|
|
企
業
に
お
け
る
諸
決

定
項
目
の
整
理
・
経
営
者
層
の
集
団
化
・
経
営
者
層
の
意
志
決
定
状
況
・
調
整
機
能
の
状
況
・
取
締
役
会
の
現
状
・
諸
利
害
者
集
団
の
状

況
・
経
営
者
へ
の
諸
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ヴ
、

い
ず
れ
も
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
な
が
ら
|
|
、
理
論

構
成
に
お
い
て
要
め
と
な
る
諸
概
念
の
内
容
を
す
り
か
え
・
歪
曲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ー
ー
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
支
配
な
ど

|
|
、
あ
や
ま
っ
た
結
論
を
唱
導
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ら
う
。
ゴ
ー
ド
ン
の
所
説
に
反
対
の
意
志
を
表
明
す
る
多
く
の
学
者
が
存

(
1
)
 

在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ゴ
ー
ド
ン
批
判
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
理
論
構
成
に
よ

る
の
で
あ
ら
う
。

〈

1
)

も
ち
ろ
ん
ゴ
ー
ド
ン
批
判
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
、
上
村
貞
治
郎
・
井
上
清
「
工
業
の
経
済
理

論
」
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
一
房
一
・
昭
和
三
二
年
・
第
七
章
第
四
節
で
あ
り
、
そ
の
他
・
野
口
祐
「
経
営
管
理
論
史
」
森
山
書
応
・
昭
和
三
五
年
・
一
四
四

ー
ー
一
四
六
頁
、
植
村
省
一
一
一
「
経
営
職
能
論
の
一
側
面
l
l意
志
決
定
の
主
体
に
つ
い
て

l
l
l」
立
命
館
経
営
学
第
二
巻
第
一
号
な
ど
が
あ
る
。
鎌

田
正
三
「
ア
メ
リ
カ
の
独
占
企
業
」
時
潮
社
・
昭
和
三
一
年
は
、
バ

l
リ
H
ミ
l
ン
ズ
に
つ
い
て
は
批
判
を
加
え
て
い
る
が
、
ゴ
ー
ド
ン
は
援
用
す

る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

さ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
残
さ
れ
た
問
題
と
し
て
、
こ
の
社
会
経
済
全
体
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
誰
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
ど
の
よ
う
に
遂
行

さ
れ
て
い
る
か
、
果
し
て
ゴ
ー
ド
ン
の
言
う
よ
う
に
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
即
社
会
経
済
全
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
把
え
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
を

見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
集
団
目
的
を
達
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、

リ
ー
ダ
ー
が
集
団
の
成
員
を
目
的
に
む
か
つ
て
ひ
っ
ぱ
っ
て
ゆ
く
機
能

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
本
来
意
志
的
・
意
識
的
な
も
の
と
い
い
う
る
。
と
こ
ろ
が
、
私
的
企
業
制
度
と
も
資
本
主
義
制
度
と
も

呼
ば
れ
る
社
会
に
お
い
て
は
、
個
別
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
利
潤
追
求
を
目
的
と
し
て
、
経
営
者
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
機



能
を
果
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
経
済
全
体
は
そ
れ
を
構
成
す
る
個
別
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
利
潤
追
求
を
目
的
と
す
る
と
い
う
意

味
で
は
利
潤
追
求
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
全
体
経
済
そ
れ
自
体
は
企
業
に
お
け
る
経
営
者
の
よ
う
な
担
い
手
を
も
っ
て
い
な
い
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
は
意
志
的
で
も
な
け
れ
ば
意
識
的
で
も
な
い
。

つ
ぎ
に
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
職
能
に
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
調
整
と
い
う
機
能
が
あ
る
c

も
ち
ろ
ん
、
企
業
に
お
い
て
は
、
従
業
員
の

全
体
を
企
業
目
的
に
む
け
、
遂
行
す
る
た
め
の
調
整
機
能
は
、
経
営
者
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
職
能
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

と

こ

ろ

が
、
個
々
の
企
業
は
そ
れ
ぞ
れ
意
識
的
・
決
定
目
標
に
自
己
目
的
に
向
っ
て
進
み
な
が
ら
も
、
全
体
と
し
て
は
意
識
的
・
統
一
目
標
を
も

た
や
す
、
個
々
の
企
業
を
全
体
の
立
場
か
ら
調
整
す
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
部
分
が
意
識
的
で
あ
り
全
体
が
無
意
識
的
で
あ
る

と
し
て
も
、
部
分
が
バ
ラ
バ
ラ
で
は
な
く
全
体
と
し
て
一
つ
の
ま
と
ま
り
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
個
別
企
業
が
全
体
経
済
の

有
機
的
な
一
環
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
部
分
は
意
識
的
で
あ
れ
無
意
識
的
で
あ
れ
、
何
等
か
の
か
た
ち
で
の
調
整
作
用
を

う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
別
企
業
は
、

そ
れ
ぞ
れ
利
潤
追
求
を
目
的
と
し
て
生
産
し
販
売
す
る
。
し
か
し
、

一
つ
の
社
会
経
済
が

つ
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
成
立
存
続
す
る
た
め
に
は
、
各
種
の
生
産
財
と
消
費
財
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
質
的
量
的
バ
ラ
ン
ス
を
た
も

っ
て
生
産
さ
れ
、
再
生
産
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
個
別
的
な
生
産
単
位
で
あ
る
企
業
が
、
生
産
物
の
質
と
量
に
お
い
て
怒
意
的
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
と
し
て
前
記
の
バ
ラ
ン
ス
が
た
も
た
れ
る
た
め
に
は
、
各
個
別
企
業
の
そ
れ
ぞ
れ
に
何
等
か
の
か
た
ち
の
調
整
機

能
が
働
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
意
志
的
意
識
的
な
調
整
者
は
存
在
し
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
無
意
識
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

ス
ミ

ス
の
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ヴ
イ
ジ
ヴ
ル
・
ハ
ン
ド
で
あ
り
、
需
給
法
則
を
と
お
し
て
貫
ぬ
か
れ
る
価
値
法
則
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
私
的
企

業
制
度
の
も
と
に
あ
る
社
会
経
済
の
全
体
の
調
整
機
能
は
、
価
値
法
則
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
果
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
み
る
な
ら
ば
、
社
会
経
済
全
体
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
人
格
的
担
い
手
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
、
が
あ
き
ら

ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

八
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ッ
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か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
節
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
経
済
力
の
集
中
H
独
占
現
象
よ
り
し
て
、
パ

i
リ
H

ミ
l
ン
ズ
は
た
だ
ち
に
需
給
の
計

画
的
調
和
・
利
潤
経
済
の
否
定
を
お
こ
な
っ
た
の
に
た
い
し
て
、

ゴ
ー
ド
ン
は
、
職
業
的
経
営
者
集
団
を
し
て
企
業
お
よ
び
社
会
経
済
全

体
の
リ
ー
ダ
ー
日
実
質
的
意
志
決
定
者
に
し
た
て
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
利
潤
経
済
の
止
揚
の
可
能
性
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
経
済
力
の
集

中
H

独
占
が
利
潤
追
求
を
や
め
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
言
う
ま
で
も
な
い
。
逆
に
、
独
占
に
よ
る
利
潤
追
求
の
矛
盾
の
一
層
の
増
大
が
、

パ
l
リ
日
ミ

l
ン
ズ
や
ゴ
ー
ド
ン
な
ど
の
本
質
陰
蔽
の
独
占
擁
護
論
を
生
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。
経
済
力
の
集
中
の
内
容
は
、
巨
大
会
社

を
構
成
単
位
と
す
る
カ
ル
テ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
で
あ
る
。
カ
ル
テ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
実
質
的
意
志
決
定

者
た
る
金
融
寡
頭
が
大
会
社
の
経
営
者
層
の
上
に
支
配
君
臨
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
状
態
は
資
本
主
義
の
最
終
段
階
で
あ
り
、
私
的
領
有

と
社
会
的
生
産
の
矛
盾
が
そ
の
諸
側
面
に
お
い
て
極
大
化
し
、
独
占
資
本
家
が
自
己
の
存
続
を
は
か
る
た
め
に
、
政
府
を
し
て
ま
す
ま
す

高
価
H

高
税
金
た
ら
し
め
、
国
家
権
力
を
も
っ
て
資
本
主
義
の
末
期
を
支
え
ん
と
す
る
体
制
で
あ
る
。

(

2

)

 

拙
稿
「
バ
l
ナ
ム
経
営
者
卒
命
論
」
批
判
下
(
立
教
経
済
研
究
・
第
十
七
巻
・
第
三
号
)
に
若
干
こ
の
問
題
を
論
じ
て
お
い
た
。

こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
支
配
者
を
隅
っ
こ
の
方
に
お
し
ゃ
り
、
非
所
有
・
職
業
的
経
営
者
集
団
を
お
し
出
し
、
彼
等
こ
そ
企
業
な

ら
び
に
社
会
経
済
全
体
の
リ
ー
ダ
ー
H

実
質
的
意
志
決
定
者
で
あ
り
、
彼
等
は
非
利
潤
的
目
標
を
追
求
し
て
ゆ
か
ざ
る
を
え
な
い
制
度
的

還
境
に
あ
る
と
主
張
す
る
ゴ
ー
ド
ン
の
歴
史
的
意
義
は
、

お
の
ず
か
ら
明
ら
か
と
い
う
べ
き
で
あ
ら
う
。



附

さε与
口同

ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
の
実
質
的
な
発
展
と
し
て
は
、
大
企
業
の
経
営
者
が
現
代
の
二
十
世
紀
資
本
主
義
に
お
い
て
、
こ
の

N
C
Hい
何
回
。
。
口
付
ロ
円
一
可
。
ω
H
Lけ
ω
-
目的片一問。〈。
H
F
H
t
o
p

社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
「
神
の
都
」
を
つ
く
り
あ
げ
る
と
い
う
大
い
な
る
ヴ
イ
ジ
ョ
ン
を
画
い
た
〉
仏
O
ロ
〉
・
回
日
目
0
・ト『吋・・

4
F
m
w

(
1
)
 

忌
忠
(
桜
井
信
行
訳
「
二
十
世
紀
資
本
主
義
革
命
」
)
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

稿
を

あ
ら
た
め
て
論
じ
た
い
。
も
ろ
も
ろ
の
経
営
な
い
し
経
営
者
の
社
会
的
責
任
論
も
、

お
な
じ
く
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
の
実
質

的
な
発
展
と
把
握
し
て
き
し
つ
が
え
な
い
で
あ
ら
う
。
ジ
ェ
、
不
ラ
ル
エ
レ
グ
ト
り
ッ
ク
社
副
社
長

河内
WHH)
討
し
『
・
ハ
U
O
H
・A凶日
D
O
吋
の

2
0
4弓

ョ・
0
丘一
O
吋印同
C
H

賞
。

r
g目。ロ包

Emgω
問
。
吋
・
邑
呂
川
村
欣
也
訳
「
こ
れ
か
ら
の
経
営
者
」
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

経
済
力
の
集
中
H

独
占
の
進
行
に
と
も
な
っ
て
社
会
的
経
済
的
矛
盾
が
増
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
独
占
体
の
リ
ー
ダ
ー
の
社
会
経
済
に

対
す
る
積
極
酌
肯
定
的
側
面
を
拡
大
し
、
彼
等
を
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
是
認
し
よ
う
と
す
る
議
論
は
ま
す
ま
す
多
く
な
る
こ
と
で
あ

ら
う
。
こ
れ
ら
の
論
者
は
、
す
で
に
「
独
占
の
擁
護
者
た
ち
」

(
K
F
℃
む
問
。
岡
山
田
け
田
宮
司
宮
C
D
O
]
V
C
H吋
唱
阿
国
日
間

L
F胆
-uoロ
円
周

2
8
2
F
〉

g
o
n
u
gロ

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

〈

1
)

桜
井
信
行
「
二
十
世
紀
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

(「

P
R
」
第
九
巻
第
六
号
所
収
)
参
照

社
会
全
体
な
い
し
は
社
会
経
済
全
体
の
矛
盾
の
増
大
は
、
企
業
内
部
の
矛
屑
の
噌
大
と
対
応
す
る
。
経
営
者
と
従
業
員
と
の
基
本
的
な

関
係
は
、
資
本
の
代
理
人
と
し
て
の
経
営
者
と
賃
銀
労
働
者
と
の
関
係
で
あ
り
、
購
買
労
働
力
の
消
費
関
係
日
生
産
関
係
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
は
、
支
配
関
係
で
あ
る
と
同
時
に
協
働
関
係
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
従
業
員
の
人
間
的
自
覚
が
強
固
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
支
配
闘
係

を
巷
礎
に
す
る
管
理
態
度
は
困
難
に
な
っ
て
く
る
。
経
営
者
と
従
業
員
と
の
協
働
関
係
に
も
と
づ
く
、
す
な
わ
ち
リ
ー
ド
す
る
者
と
す
i

ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
ブ
L

批
判

一八一一一



ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判

一
八
四

ド
せ
ら
れ
る
者
と
の
関
係
に
も
と
づ
く
管
理
が
次
第
に
要
請
せ
ら
れ
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
、
指
導
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
支
配
関
係
を
補
強
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

FHM可
口
色
白
-
ロ
問
J

ロ
円
当
日
。

F

FO釦
門
凶

mwH1印
EHM
山
口
付

HHO
吋

dqo口
氏

E
V
。。ロけ口同一司・

邑
勾
(
藤
芳
誠
一
・
星
野
清
訳
「
現
代
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
1
経
営
を
推
進
さ
せ
る
も
の
|
」
は
、

リ
ー
ダ
ー
の
人
間
的
資
質
を
論
じ
た
も
の
で
あ

り

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
を
中
核
に
す
え
た
管
理
論
と
し
て
、

岡
山

-HUHH

。・
ロ何回
4
2・

J
3
0
吋
ロ
ロ
仏

m
E
g
g
-
m
O同

4
0匂
自
包
括
oi

自
o
p
F
呂
田
が
あ
る
。

そ
し
て
、

こ
の
経
営
者
を
し
て
支
配
者
お
よ
び
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
二
重
性
格
を
も
た
せ
る
こ
と
よ
り
生
ぜ
し

F
B円四
0
2
E
H
ニロ
mw
司

H
g
ω
0
0目
。
許
可
・
〉
-

〈

3
)

ω宮
身
宮

E
S
S
H
U
U
ロ
o
g
g
g円四
g
g
m
E
3
2
0片
】

V
5
8
E
l
u
a
z
a
z
Z円
互
の
守
口
定
住

o
p
忌
ω
∞
な
ど
が
あ
る
。

め
る
事
態
な
い
し
矛
盾
に
逢
着
し
た
社
会
学
的
研
究
と
し
て
、
叶
-

z・
4
司

E
Z
F
o
m仏・

(
2
〉
「
指
導
関
係
は
そ
の
集
団
目
的
の
共
通
性
や
被
指
導
者
の
服
従
の
自
発
性
の
観
点
か
ら
し
ば
し
ば
支
配
関
係
と
対
鵬
的
意
味
に
も
ち
い
ら
れ
る

が
、
支
配
関
係
の
な
か
に
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
要
素
で
包
含
さ
れ
て
い
る
し
、
逆
に
政
党
や
労
働
組
合
の
よ
う
に
目
的
や
利
益
の
共
同
性
が
濃
い

集
団
の
指
導
も
支
配
関
係
に
移
行
し
や
す
い
の
で
、
両
者
を
あ
ま
り
固
定
的
に
分
離
す
る
こ
と
は
学
問
的
分
折
の
う
え
で
も
有
効
で
な
い
ば
か
り

か
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
ば
あ
い
の
よ
う
に
現
実
の
支
配
関
係
を
陰
蔽
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
役
割
を
い
と
な
み
や
す
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
丸
山
真
男
「
リ
ー
ダ
ー
シ
?
プ
」
(
政
治
学
辞
典
一
一
一
一
六
五
頁
)

(

3

)

桜
井
信
行
「
p
l
ダ
l
シ
ッ
プ
」
〈
古
川
栄
一
・
高
官
晋
編
「
経
営
管
理
の
理
論
と
方
式
」
所
収
論
文
)
、
桜
井
信
行
「
経
営
者
リ
ー
ダ
ー
シ

ツ
プ
論
」
(
「
P
R
」
第
八
巻
第
一
号
所
収
)
参
照

リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
論
は
、
資
本
家
的
生
産
関
係
の
矛
盾
の
増
大
と
と
も
に
今
後
、
制
度
論
的
に
、
管
理
論
的
に
、
社
会
学
的
に
、

し、

よ

い
よ
盛
行
を
み
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
、
生
産
関
係
が
支
配
関
係
的
側
面
を
な
く
し
指
導
関
係
が
純
粋
に
つ
ら
ぬ
か
れ
る
社
会
で
あ
る
社

会
主
義
社
会
に
お
い
て
も
、
そ
の
研
究
は
決
し
て
お
と
ろ
え
な
い
で
あ
ら
う
。


